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(57)【要約】
【課題】放送信号送信方法及び装置が提供される。
【解決手段】放送信号送信方法は、コードレートに応じ
てＤＰ（ｄａｔａ　ｐｉｐｅ）データをエンコーディン
グするステップ、前記エンコーディングされたＤＰデー
タを配列して少なくとも１つの信号フレームを生成する
ステップ、及びＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ
ｘｉｎｇ）方式によって前記生成された信号フレームで
データを変調し、前記変調されたデータを有する放送信
号を送信するステップを含み、前記ＤＰデータをエンコ
ーディングするステップは、前記コードレートに応じて
前記ＤＰデータをＬＤＰＣ（ｌｏｗｅｒ　ｄｅｎｓｉｔ
ｙ　ｐａｒｉｔｙ　ｃｈｅｃｋ）エンコーディングする
ステップ、前記ＬＤＰＣエンコーディングされたＤＰデ
ータをビットインターリービングするステップ、前記ビ
ットインターリービングされたＤＰデータをコンステレ
ーションにマッピングするステップ、前記マッピングさ
れたＤＰデータをＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐ
ｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｏｕｔｐｕｔ）エンコーディ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コードレートに応じてＤＰ（ｄａｔａ　ｐｉｐｅ）データをエンコーディングするステ
ップと、
　前記エンコーディングされたＤＰデータを配列して少なくとも１つの信号フレームを生
成するステップと、
　ＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅｘｉｎｇ）方式によって前記生成された信号フレームでデータを変調し、前記変
調されたデータを有する放送信号を送信するステップとを含む放送信号送信方法であって
、
　前記ＤＰデータをエンコーディングするステップは、
　前記コードレートに応じて前記ＤＰデータをＬＤＰＣ（ｌｏｗｅｒ　ｄｅｎｓｉｔｙ　
ｐａｒｉｔｙ　ｃｈｅｃｋ）エンコーディングするステップと、
　前記ＬＤＰＣエンコーディングされたＤＰデータをビットインターリービングするステ
ップと、
　前記ビットインターリービングされたＤＰデータをコンステレーションにマッピングす
るステップと、
　前記マッピングされたＤＰデータをＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ－ｏｕｔｐｕｔ）エンコーディングするステップと、
　前記ＭＩＭＯエンコーディングされたＤＰデータをタイムインターリービングするステ
ップとを含み、
　前記データを変調するステップは、
　ＣＰ（ｃｏｎｔｉｎｕａｌ　ｐｉｌｏｔ）の位置に関する情報を含むＣＰセットに基づ
いて、前記生成された信号フレームでＣＰを挿入するステップを含み、
　前記ＣＰセットは、ＦＦＴ（ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）サイズ
に基づいて定義される、放送信号送信方法。
【請求項２】
　前記ＣＰセットは、コモンＣＰセット及び追加ＣＰセットを含む、請求項１に記載の放
送信号送信方法。
【請求項３】
　３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの位置に関する
情報は、１６Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの位置に
関する情報を含む、請求項２に記載の放送信号送信方法。
【請求項４】
　前記コモンＣＰセットは、ノンＳＰベアリングＣＰ（ｎｏｎ　ｓｃａｔｔｅｒｅｄ　ｐ
ｉｌｏｔ　ｂｅａｒｉｎｇ　ＣＰ）の位置に関する情報を含み、
　前記追加ＣＰセットは、ＳＰベアリングＣＰ（ＳＰ　ｂｅａｒｉｎｇ　ＣＰ）の位置に
関する情報を含む、請求項２に記載の放送信号送信方法。
【請求項５】
　前記３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットは、第１サブセット
、第２サブセット、第３サブセット、第４サブセットを含み、
　前記第３サブセットは、前記第１サブセットをインバート（ｉｎｖｅｒｔ）及びシフト
して生成し、前記第４サブセットは、前記第２サブセットをインバート及びシフトして生
成する、請求項２に記載の放送信号送信方法。
【請求項６】
　少なくとも１つの信号フレームを含む放送信号を受信し、ＯＦＤＭ方式によって前記少
なくとも１つの信号フレームでデータを復調するステップと、
　ＤＰデータをデマッピングすることによって前記少なくとも１つの信号フレームをパー
シングするステップと、
　前記ＤＰデータをデコーディングするステップとを含む放送信号受信方法であって、
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　前記ＤＰデータをデコーディングするステップは、
　前記ＤＰデータをタイムデインターリービングするステップと、
　前記タイムデインターリービングされたＤＰデータをＭＩＭＯデコーディングするステ
ップと、
　前記ＭＩＭＯデコーディングされたＤＰデータをコンステレーションからデマッピング
するステップと、
　前記デマッピングされたＤＰデータをビットデインターリービングするステップと、
　前記ビットデインターリービングされたＤＰデータをＬＤＰＣデコーディングするステ
ップとを含み、
　前記データを復調するステップは、
　前記少なくとも１つの信号フレームでＣＰを獲得するステップを含み、
　前記ＣＰは、ＣＰの位置に関する情報を含むＣＰセットに基づいて位置し、
　前記ＣＰセットは、ＦＦＴサイズに基づいて定義される、放送信号受信方法。
【請求項７】
　前記ＣＰセットは、コモンＣＰセット及び追加ＣＰセットを含む、請求項６に記載の放
送信号受信方法。
【請求項８】
　３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの位置に関する
情報は、１６Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの位置に
関する情報を含む、請求項７に記載の放送信号受信方法。
【請求項９】
　前記コモンＣＰセットは、ノンＳＰベアリングＣＰの位置に関する情報を含み、
　前記追加ＣＰセットは、ＳＰベアリングＣＰの位置に関する情報を含む、請求項７に記
載の放送信号受信方法。
【請求項１０】
　前記３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットは、第１サブセット
、第２サブセット、第３サブセット、第４サブセットを含み、
　前記第３サブセットは、前記第１サブセットをインバート及びシフトして生成し、前記
第４サブセットは、前記第２サブセットをインバート及びシフトして生成する、請求項７
に記載の放送信号受信方法。
【請求項１１】
　コードレートに応じてＤＰデータをエンコーディングするように構成されたエンコーデ
ィングモジュールと、
　前記エンコーディングされたＤＰデータを配列して少なくとも１つの信号フレームを生
成するように構成されたフレーム生成モジュールと、
　ＯＦＤＭ方式によって前記生成された信号フレームでデータを変調し、前記変調された
データを有する放送信号を送信するように構成されたＯＦＤＭモジュールとを含む放送信
号送信装置であって、
　前記エンコーディングモジュールは、
　前記コードレートに応じて前記ＤＰデータをＬＤＰＣエンコーディングするように構成
されたＬＤＰＣエンコーディングモジュールと、
　前記ＬＤＰＣエンコーディングされたＤＰデータをビットインターリービングするよう
に構成されたビットインターリービングモジュールと、
　前記ビットインターリービングされたＤＰデータをコンステレーションにマッピングす
るように構成されたマッピングモジュールと、
　前記マッピングされたＤＰデータをＭＩＭＯエンコーディングするように構成されたＭ
ＩＭＯエンコーディングモジュールと、
　前記ＭＩＭＯエンコーディングされたＤＰデータをタイムインターリービングするよう
に構成されたタイムインターリービングモジュールとを含み、
　前記ＯＦＤＭモジュールは、ＣＰの位置に関する情報を含むＣＰセットに基づいて、前
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記生成された信号フレームでＣＰを挿入するようにさらに構成され、
　前記ＣＰセットは、ＦＦＴサイズに基づいて定義される、放送信号送信装置。
【請求項１２】
　前記ＣＰセットは、コモンＣＰセット及び追加ＣＰセットを含む、請求項１１に記載の
放送信号送信装置。
【請求項１３】
　３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの位置に関する
情報は、１６Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの位置に
関する情報を含む、請求項１２に記載の放送信号送信装置。
【請求項１４】
　前記コモンＣＰセットは、ノンＳＰベアリングＣＰの位置に関する情報を含み、
　前記追加ＣＰセットは、ＳＰベアリングＣＰの位置に関する情報を含む、請求項１２に
記載の放送信号送信装置。
【請求項１５】
　前記３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットは、第１サブセット
、第２サブセット、第３サブセット、第４サブセットを含み、
　前記第３サブセットは、前記第１サブセットをインバート及びシフトして生成し、前記
第４サブセットは、前記第２サブセットをインバート及びシフトして生成する、請求項１
２に記載の放送信号送信装置。
【請求項１６】
　少なくとも１つの信号フレームを含む放送信号を受信し、ＯＦＤＭ方式によって前記少
なくとも１つの信号フレームでデータを復調するように構成されたＯＦＤＭモジュールと
、
　ＤＰデータをデマッピングすることによって前記少なくとも１つの信号フレームをパー
シングするように構成されたパーシングモジュールと、
　前記ＤＰデータをデコーディングするように構成されたデコーディングモジュールとを
含む放送信号受信装置であって、
　前記デコーディングモジュールは、
　前記ＤＰデータをタイムデインターリービングするように構成されたタイムデインター
リービングモジュールと、
　前記タイムデインターリービングされたＤＰデータをＭＩＭＯデコーディングするよう
に構成されたＭＩＭＯデコーディングモジュールと、
　前記ＭＩＭＯデコーディングされたＤＰデータをコンステレーションからデマッピング
するように構成されたデマッピングモジュールと、
　前記デマッピングされたＤＰデータをビットデインターリービングするように構成され
たビットデインターリービングモジュールと、
　前記ビットデインターリービングされたＤＰデータをＬＤＰＣデコーディングするよう
に構成されたＬＤＰＣデコーディングモジュールとを含み、
　前記ＯＦＤＭモジュールは、前記少なくとも１つの信号フレームでＣＰを獲得するよう
にさらに構成され、
　前記ＣＰは、ＣＰの位置に関する情報を含むＣＰセットに基づいて位置し、
　前記ＣＰセットは、ＦＦＴサイズに基づいて定義される、放送信号受信装置。
【請求項１７】
　前記ＣＰセットは、コモンＣＰセット及び追加ＣＰセットを含む、請求項１６に記載の
放送信号受信装置。
【請求項１８】
　３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの位置に関する
情報は、１６Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの位置に
関する情報を含む、請求項１７に記載の放送信号受信装置。
【請求項１９】
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　前記コモンＣＰセットは、ノンＳＰベアリングＣＰの位置に関する情報を含み、
　前記追加ＣＰセットは、ＳＰベアリングＣＰの位置に関する情報を含む、請求項１７に
記載の放送信号受信装置。
【請求項２０】
　前記３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットは、第１サブセット
、第２サブセット、第３サブセット、第４サブセットを含み、
　前記第３サブセットは、前記第１サブセットをインバート及びシフトして生成し、前記
第４サブセットは、前記第２サブセットをインバート及びシフトして生成する、請求項１
７に記載の放送信号受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送信号を送信する放送信号送信装置、放送信号を受信する放送信号受信装
置及び放送信号を送信し、受信する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アナログ放送信号に対する送出の中断時点が近づくにつれて、デジタル放送信号を送受
信するための様々な技術が開発されている。デジタル放送信号は、アナログ放送信号に比
べて大容量のビデオ／オーディオデータを含むことができ、ビデオ／オーディオデータ以
外にも様々な付加データを含むことができる。
【０００３】
　すなわち、デジタル放送システムは、ＨＤ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）級の映
像、多チャネルの音響及び様々な付加サービスを提供することができる。ただし、高容量
のデータ伝送のためのデータ伝送効率、送受信ネットワークのロバスト性（ｒｏｂｕｓｔ
ｎｅｓｓ）及びモバイル受信装備を考慮したネットワークの柔軟性（ｆｌｅｘｉｂｉｌｉ
ｔｙ）は、依然としてデジタル放送のために改善しなければならない課題である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、互いに異なる２つ以上の放送サービスを提供する放送送受信システム
のデータを、時間領域でマルチプレクシングして同一のＲＦ信号帯域幅を介して送信する
ことができる放送信号送信装置及び放送信号送信方法、及びそれに対応する放送信号受信
装置及び放送信号受信方法を提供することにある。
【０００５】
　本発明の他の目的は、サービスに該当するデータをコンポーネント別に分類して、それ
ぞれのコンポーネントに該当するデータをデータパイプとして送信し、受信して処理でき
るようにする放送信号送信装置、放送信号受信装置、そして、放送信号を送信し、受信す
る方法を提供することにある。
【０００６】
　本発明の更に他の目的は、放送信号をサービスするのに必要なシグナリング情報をシグ
ナリングする放送信号送信装置、放送信号受信装置、そして、放送信号を送信し、受信す
る方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の目的は、コードレートに応じてＤＰ（ｄａｔａ　ｐｉｐｅ）データをエンコー
ディングするステップ、前記エンコーディングされたＤＰデータを配列して少なくとも１
つの信号フレームを生成するステップ、及びＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）方式によって前記生成され
た信号フレームでデータを変調し、前記変調されたデータを有する放送信号を送信するス
テップを含む放送信号送信方法であって、前記ＤＰデータをエンコーディングするステッ
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プは、前記コードレートに応じて前記ＤＰデータをＬＤＰＣ（ｌｏｗｅｒ　ｄｅｎｓｉｔ
ｙ　ｐａｒｉｔｙ　ｃｈｅｃｋ）エンコーディングするステップ、前記ＬＤＰＣエンコー
ディングされたＤＰデータをビットインターリービングするステップ、前記ビットインタ
ーリービングされたＤＰデータをコンステレーションにマッピングするステップ、前記マ
ッピングされたＤＰデータをＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ－ｏｕｔｐｕｔ）エンコーディングするステップ、及び前記ＭＩＭＯエンコーディング
されたＤＰデータをタイムインターリービングするステップを含み、前記データを変調す
るステップは、ＣＰ（ｃｏｎｔｉｎｕａｌ　ｐｉｌｏｔ）の位置に関する情報を含むＣＰ
セットに基づいて、前記生成された信号フレームでＣＰを挿入するステップを含み、前記
ＣＰセットは、ＦＦＴ（ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）サイズに基づ
いて定義されることを特徴とする放送信号送信方法を提供することによって達成される。
【０００８】
　好ましくは、前記ＣＰセットは、コモンＣＰセット及び追加ＣＰセットを含む。
【０００９】
　好ましくは、３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの
位置に関する情報は、１６Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでの
ＣＰの位置に関する情報を含む。
【００１０】
　好ましくは、前記コモンＣＰセットは、ノンＳＰベアリングＣＰ（ｎｏｎ　ｓｃａｔｔ
ｅｒｅｄ　ｐｉｌｏｔ　ｂｅａｒｉｎｇ　ＣＰ）の位置に関する情報を含み、前記追加Ｃ
Ｐセットは、ＳＰベアリングＣＰ（ＳＰ　ｂｅａｒｉｎｇ　ＣＰ）の位置に関する情報を
含む。
【００１１】
　好ましくは、前記３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットは、第
１サブセット、第２サブセット、第３サブセット、第４サブセットを含み、前記第３サブ
セットは、前記第１サブセットをインバート（ｉｎｖｅｒｔ）及びシフトして生成し、前
記第４サブセットは、前記第２サブセットをインバート及びシフトして生成する。
【００１２】
　本発明の他の形態において、少なくとも１つの信号フレームを含む放送信号を受信し、
ＯＦＤＭ方式によって前記少なくとも１つの信号フレームでデータを復調するステップ、
ＤＰデータをデマッピングすることによって前記少なくとも１つの信号フレームをパーシ
ングするステップ、及び前記ＤＰデータをデコーディングするステップを含む放送信号受
信方法であって、前記ＤＰデータをデコーディングするステップは、前記ＤＰデータをタ
イムデインターリービングするステップ、前記タイムデインターリービングされたＤＰデ
ータをＭＩＭＯデコーディングするステップ、前記ＭＩＭＯデコーディングされたＤＰデ
ータをコンステレーションからデマッピングするステップ、前記デマッピングされたＤＰ
データをビットデインターリービングするステップ、及び前記ビットデインターリービン
グされたＤＰデータをＬＤＰＣデコーディングするステップを含み、前記データを復調す
るステップは、前記少なくとも１つの信号フレームでＣＰを獲得するステップを含み、前
記ＣＰは、ＣＰの位置に関する情報を含むＣＰセットに基づいて位置し、前記ＣＰセット
は、ＦＦＴサイズに基づいて定義されることを特徴とする放送信号受信方法が提供される
。
【００１３】
　好ましくは、前記ＣＰセットは、コモンＣＰセット及び追加ＣＰセットを含む。
【００１４】
　好ましくは、３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの
位置に関する情報は、１６Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでの
ＣＰの位置に関する情報を含む。
【００１５】
　好ましくは、前記コモンＣＰセットは、ノンＳＰベアリングＣＰの位置に関する情報を
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含み、前記追加ＣＰセットは、ＳＰベアリングＣＰの位置に関する情報を含む。
【００１６】
　好ましくは、前記３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットは、第
１サブセット、第２サブセット、第３サブセット、第４サブセットを含み、前記第３サブ
セットは、前記第１サブセットをインバート及びシフトして生成し、前記第４サブセット
は、前記第２サブセットをインバート及びシフトして生成する。
【００１７】
　本発明の他の形態において、コードレートに応じてＤＰデータをエンコーディングする
ように構成されたエンコーディングモジュール、前記エンコーディングされたＤＰデータ
を配列して少なくとも１つの信号フレームを生成するように構成されたフレーム生成モジ
ュール、及びＯＦＤＭ方式によって前記生成された信号フレームでデータを変調し、前記
変調されたデータを有する放送信号を送信するように構成されたＯＦＤＭモジュールを含
む放送信号送信装置であって、前記エンコーディングモジュールは、前記コードレートに
応じて前記ＤＰデータをＬＤＰＣエンコーディングするように構成されたＬＤＰＣエンコ
ーディングモジュール、前記ＬＤＰＣエンコーディングされたＤＰデータをビットインタ
ーリービングするように構成されたビットインターリービングモジュール、前記ビットイ
ンターリービングされたＤＰデータをコンステレーションにマッピングするように構成さ
れたマッピングモジュール、前記マッピングされたＤＰデータをＭＩＭＯエンコーディン
グするように構成されたＭＩＭＯエンコーディングモジュール、及び前記ＭＩＭＯエンコ
ーディングされたＤＰデータをタイムインターリービングするように構成されたタイムイ
ンターリービングモジュールを含み、前記ＯＦＤＭモジュールは、ＣＰの位置に関する情
報を含むＣＰセットに基づいて、前記生成された信号フレームでＣＰを挿入するようにさ
らに構成され、前記ＣＰセットは、ＦＦＴサイズに基づいて定義されることを特徴とする
、放送信号送信装置が提供される。
【００１８】
　好ましくは、前記ＣＰセットは、コモンＣＰセット及び追加ＣＰセットを含む。
【００１９】
　好ましくは、３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの
位置に関する情報は、１６Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでの
ＣＰの位置に関する情報を含む。
【００２０】
　好ましくは、前記コモンＣＰセットは、ノンＳＰベアリングＣＰの位置に関する情報を
含み、前記追加ＣＰセットは、ＳＰベアリングＣＰの位置に関する情報を含む。
【００２１】
　好ましくは、前記３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットは、第
１サブセット、第２サブセット、第３サブセット、第４サブセットを含み、前記第３サブ
セットは、前記第１サブセットをインバート及びシフトして生成し、前記第４サブセット
は、前記第２サブセットをインバート及びシフトして生成する。
【００２２】
　本発明の他の形態において、少なくとも１つの信号フレームを含む放送信号を受信し、
ＯＦＤＭ方式によって前記少なくとも１つの信号フレームでデータを復調するように構成
されたＯＦＤＭモジュール、ＤＰデータをデマッピングすることによって前記少なくとも
１つの信号フレームをパーシングするように構成されたパーシングモジュール、及び前記
ＤＰデータをデコーディングするように構成されたデコーディングモジュールを含む放送
信号受信装置であって、前記デコーディングモジュールは、前記ＤＰデータをタイムデイ
ンターリービングするように構成されたタイムデインターリービングモジュール、前記タ
イムデインターリービングされたＤＰデータをＭＩＭＯデコーディングするように構成さ
れたＭＩＭＯデコーディングモジュール、前記ＭＩＭＯデコーディングされたＤＰデータ
をコンステレーションからデマッピングするように構成されたデマッピングモジュール、
前記デマッピングされたＤＰデータをビットデインターリービングするように構成された
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ビットデインターリービングモジュール、及び前記ビットデインターリービングされたＤ
ＰデータをＬＤＰＣデコーディングするように構成されたＬＤＰＣデコーディングモジュ
ールを含み、前記ＯＦＤＭモジュールは、前記少なくとも１つの信号フレームでＣＰを獲
得するようにさらに構成され、前記ＣＰは、ＣＰの位置に関する情報を含むＣＰセットに
基づいて位置し、前記ＣＰセットは、ＦＦＴサイズに基づいて定義されることを特徴とす
る放送信号受信装置が提供される。
【００２３】
　好ましくは、前記ＣＰセットは、コモンＣＰセット及び追加ＣＰセットを含む。
【００２４】
　好ましくは、３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの
位置に関する情報は、１６Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットでの
ＣＰの位置に関する情報を含む。
【００２５】
　好ましくは、前記コモンＣＰセットは、ノンＳＰベアリングＣＰの位置に関する情報を
含み、前記追加ＣＰセットは、ＳＰベアリングＣＰの位置に関する情報を含む。
【００２６】
　好ましくは、前記３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づいて定義されたコモンＣＰセットは、第
１サブセット、第２サブセット、第３サブセット、第４サブセットを含み、前記第３サブ
セットは、前記第１サブセットをインバート及びシフトして生成し、前記第４サブセット
は、前記第２サブセットをインバート及びシフトして生成する。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明は、様々な放送サービスを提供するために、サービスの特性に応じてデータを処
理することによって、サービスやサービスコンポーネント別にＱｏＳを調節することがで
きる。
【００２８】
　本発明は、様々な放送サービスを同一のＲＦ信号帯域幅を介して伝送することによって
、伝送上の柔軟性（ｆｌｅｘｉｂｉｌｉｔｙ）を確保することができる。
【００２９】
　本発明は、ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｏｕｔｐｕ
ｔ）システムを使用することによって、データ伝送効率を高め、放送信号送受信のロバス
ト性（ｒｏｂｕｓｔｎｅｓｓ）を増加させることができる。
【００３０】
　本発明によれば、モバイル受信装備または室内環境でもデジタル放送信号を誤りなしに
受信可能な放送信号の送受信方法及び装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
　本明細書に添付される図面は、本発明に対する理解を提供するためのものであって、本
発明の多様な実施形態を示し、明細書の記載と共に本発明の原理を説明するためのもので
ある。
【図１】本発明の一実施例に係る次世代放送サービス（ｆｕｔｕｒｅ　ｂｒｏａｄｃａｓ
ｔ　ｓｅｒｖｉｃｅ）のための放送信号送信装置の構造を示す図である。
【図２】本発明の一実施例に係るインプットフォーマッティング（ｉｎｐｕｔ　ｆｏｒｍ
ａｔｔｉｎｇ）モジュールを示す図である。
【図３】本発明の他の実施例に係るインプットフォーマッティングモジュールを示す図で
ある。
【図４】本発明の更に他の実施例に係るインプットフォーマッティングモジュールを示す
図である。
【図５】本発明の一実施例に係るコーディングアンドモジュレーション（ｃｏｄｉｎｇ　
＆　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）モジュールを示す図である。
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【図６】本発明の一実施例に係るフレームストラクチャ（ｆｒａｍｅ　ｓｔｒｕｃｔｕｒ
ｅ）モジュールを示す図である。
【図７】本発明の一実施例に係るウェーブフォームジェネレーション（ｗａｖｅｆｏｒｍ
　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）モジュールを示す図である。
【図８】本発明の一実施例に係る次世代放送サービスのための放送信号受信装置の構造を
示す図である。
【図９】本発明の一実施例に係るシンクロナイゼーションアンドデモジュレーション（ｓ
ｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　＆　ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）モジュールを示す図で
ある。
【図１０】本発明の一実施例に係るフレームパーシング（ｆｒａｍｅ　ｐａｒｓｉｎｇ）
モジュールを示す図である。
【図１１】本発明の一実施例に係るデマッピングアンドデコーディング（ｄｅｍａｐｐｉ
ｎｇ　＆　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）モジュールを示す図である。
【図１２】本発明の一実施例に係るアウトプットプロセッサ（ｏｕｔｐｕｔ　ｐｒｏｃｅ
ｓｓｏｒ）を示す図である。
【図１３】本発明の他の実施例に係るアウトプットプロセッサ（ｏｕｔｐｕｔ　ｐｒｏｃ
ｅｓｓｏｒ）を示す図である。
【図１４】本発明の他の実施例に係るコーディングアンドモジュレーション（ｃｏｄｉｎ
ｇ　＆　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）モジュールを示す図である。
【図１５】本発明の他の実施例に係るデマッピングアンドデコーディング（ｄｅｍａｐｐ
ｉｎｇ　＆　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）モジュールを示す図である。
【図１６】本発明の他の実施例に係るウェーブフォームジェネレーションモジュール及び
シンクロナイゼーションアンドデモジュレーションモジュールを示した図である。
【図１７】本発明の一実施例に係るＳＰが含まれているＣＰ（ＣＰ　ｂｅａｒｉｎｇ　Ｓ
Ｐ）及びＳＰが含まれていないＣＰ（ＣＰ　ｎｏｔ　ｂｅａｒｉｎｇ　ＳＰ）の定義を示
した図である。
【図１８】本発明の一実施例に係るレファレンスインデックステーブルを示した図である
。
【図１９】ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃１におい
て、レファレンスインデックステーブルを構成する概念を示した図である。
【図２０】本発明の一実施例に係るポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパタ
ーン生成方法＃１において、レファレンスインデックステーブルの生成方法を示した図で
ある。
【図２１】本発明の一実施例に係るポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパタ
ーン生成方法＃２において、レファレンスインデックステーブルを構成する概念を示した
図である。
【図２２】ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃２におい
て、レファレンスインデックステーブルの生成方法を示した図である。
【図２３】本発明の一実施例に係るポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパタ
ーン生成方法＃３において、レファレンスインデックステーブルの生成方法を示した図で
ある。
【図２４】パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃１において、レファレンス
インデックステーブルを構成する概念を示した図である。
【図２５】本発明の一実施例に係るパターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃１
において、レファレンスインデックステーブルの生成方法を示した図である。
【図２６】本発明の一実施例に係るパターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃２
において、レファレンスインデックステーブルを構成する概念を示した図である。
【図２７】本発明の一実施例に係る放送信号送信方法を示した図である。
【図２８】本発明の一実施例に係る放送信号受信方法を示した図である。
【発明を実施するための形態】
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【００３２】
　以下、添付の図面に例が図示された本発明の好ましい実施例について詳細に説明する。
添付の図面を参照して提供される詳細な説明は、本発明の実施例を説明するためのもので
あり、本発明によって実現できる実施例のみを示すためのものではない。以下の詳細な説
明は、本発明の十分な理解を提供するために具体的な内容を含む。ただし、本発明がこの
ような具体的な内容なしにも実行可能であるということは当業者に自明である。
【００３３】
　本発明で使用される用語は、当分野で広く使用される一般的な用語から選択したが、一
部の用語は、出願人によって任意に選択された用語もあり、その意味は、必要に応じて以
下に詳細に説明されている。したがって、本発明は、単純な用語の名称や意味ではなく、
その用語に意図された意味に基づいて理解されなければならない。
【００３４】
　本発明は、次世代放送サービスのための放送信号を送受信する装置及び方法を提供する
。本発明の一実施例に係る次世代放送サービスは、地上波放送サービス、モバイル放送サ
ービス及びＵＨＤＴＶサービスなどを含む概念である。本発明は、上述した次世代放送サ
ービスのための放送信号を非ＭＩＭＯ（ｎｏｎ－ＭＩＭＯ、Ｍｕｌｔｉ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍ
ｕｌｔｉ　Ｏｕｔｐｕｔ）方式またはＭＩＭＯ方式で処理することを一実施例とすること
ができる。本発明の一実施例に係る非ＭＩＭＯ方式は、ＭＩＳＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｉｎｐｕ
ｔ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）、ＳＩＳＯ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｓｉｎｇｌ
ｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）方式などを含むことができる。
【００３５】
　以下で、ＭＩＳＯ又はＭＩＭＯ方式は、説明の便宜のため、２つのアンテナを使用する
ものとして説明するが、このような本発明は、２つ以上のアンテナを使用するシステムに
適用されてもよい。
【００３６】
　図１は、本発明の一実施例に係る次世代放送サービスのための放送信号送信装置の構造
を示す図である。
【００３７】
　本発明の一実施例に係る次世代放送サービスのための放送信号送信装置は、インプット
フォーマッティングモジュール１０００、コーディングアンドモジュレーションモジュー
ル１１００、フレームストラクチャモジュール１２００、ウェーブフォームジェネレーシ
ョンモジュール１３００及びシグナリングジェネレーションモジュール１４００を含むこ
とができる。以下、放送信号送信装置の各モジュールの動作について説明する。
【００３８】
　図１に示したように、本発明の一実施例に係る次世代放送サービスのための放送信号送
信装置は、入力信号として、ＭＰＥＧ－ＴＳ（ｍｏｖｉｎｇ　ｐｉｃｔｕｒｅ　ｅｘｐｅ
ｒｔｓ　ｇｒｏｕｐ－ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｓｔｒｅａｍ）、ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　
ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ストリーム（ｖ４／ｖ６）、そして、ＧＳ（ｇｅｎｅｒｉｃ　ｓｔｒ
ｅａｍ）を受信することができる。また、放送信号送信装置は、入力信号を構成する各ス
トリームの構成に関する管理情報（ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を
受信し、受信した管理情報を参照して最終的なフィジカルレイヤ信号（ｐｈｙｓｉｃａｌ
　ｌａｙｅｒ　ｓｉｇｎａｌ）を生成することができる。
【００３９】
　本発明の一実施例に係るインプットフォーマッティングモジュール１０００は、入力さ
れたストリームを、コーディング及びモジュレーションを行うための基準、またはサービ
ス又はサービスコンポーネント基準によって分類し、複数のロジカルデータパイプ（ｌｏ
ｇｉｃａｌ　ｄａｔａ　ｐｉｐｅｓ）（又は、データパイプまたはＤＰデータ）として出
力することができる。データパイプは、フィジカルレイヤのロジカルチャネル（ｌｏｇｉ
ｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）であって、サービスデータまたは関連するメタデータを伝送す
ることができる。また、データパイプは、１つ又は複数のサービスまたはサービスコンポ



(11) JP 2016-522655 A 2016.7.28

10

20

30

40

50

ーネントを伝送することができる。また、各データパイプを介して伝送されるデータをＤ
Ｐデータと呼ぶことができる。
【００４０】
　また、本発明の一実施例に係るインプットフォーマッティングモジュール１０００は、
それぞれのデータパイプを、コーディング及びモジュレーションを行うために必要なブロ
ック単位に分け、伝送効率を高めたり、スケジューリングを行うために必要な過程を行う
ことができる。インプットフォーマッティングモジュール１０００の具体的な内容は後述
する。
【００４１】
　本発明の一実施例に係るコーディングアンドモジュレーションモジュール１１００は、
インプットフォーマッティングモジュール１０００から入力されたそれぞれのデータパイ
プに対してＦＥＣ（ｆｏｒｗａｒｄ　ｅｒｒｏｒ　ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）エンコーディ
ングを行うことで、伝送チャネルで発生し得るエラーを放送信号受信装置が訂正（ｃｏｒ
ｒｅｃｔｉｏｎ）できるようにする。また、本発明の一実施例に係るコーディングアンド
モジュレーションモジュール１１００は、ＦＥＣ出力ビットデータをシンボルデータに転
換し、シンボルデータに対してインターリービングを行うことで、チャネルによるバース
トエラー（ｂｕｒｓｔ　ｅｒｒｏｒ）を訂正することができる。図１に示したように、２
つ以上のＴｘアンテナを介してデータを伝送するために、本発明の一実施例に係るコーデ
ィングアンドモジュレーションモジュール１１００は、処理したデータを、各アンテナ出
力のためのデータ経路（ｄａｔａ　ｐａｔｈ）に分けて出力することができる。
【００４２】
　本発明の一実施例に係るフレームストラクチャモジュール１２００は、コーディングア
ンドモジュレーションモジュール１１００から出力されたデータを信号フレームにマッピ
ングすることができる。本発明の一実施例に係るフレームストラクチャモジュール１２０
０は、インプットフォーマッティングモジュール１０００から出力されたスケジューリン
グ情報を用いてマッピングを行うことができ、追加的なダイバーシティ利得（ｄｉｖｅｒ
ｓｉｔｙ　ｇａｉｎ）を得るために、信号フレーム内のデータに対してインターリービン
グを行うことができる。
【００４３】
　本発明の一実施例に係るウェーブフォームジェネレーションモジュール１３００は、フ
レームストラクチャモジュール１２００から出力された信号フレームを、伝送可能な形態
の信号に変換させることができる。この場合、本発明の一実施例に係るウェーブフォーム
ジェネレーションモジュール１３００は、プリアンブルシグナル（またはプリアンブル）
を送信装置のディテクション（ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）のための信号に挿入し、伝送チャネ
ルを推定して歪曲を補償するためのレファレンス信号（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａ
ｌ）を信号に挿入することができる。また、本発明の一実施例に係るウェーブフォームジ
ェネレーションモジュール１３００は、多重経路受信によるチャネル遅延拡散（ｃｈａｎ
ｎｅｌ　ｄｅｌａｙ　ｓｐｒｅａｄ）による影響を相殺させるために、ガードインターバ
ル（ｇｕａｒｄ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）をおいて当該区間に特定のシーケンスを挿入するこ
とができる。また、本発明の一実施例に係るウェーブフォームジェネレーションモジュー
ル１３００は、付加的に出力信号のＰＡＰＲ（ｐｅａｋ－ｔｏ－ａｖｅｒａｇｅ　ｐｏｗ
ｅｒ　ｒａｔｉｏ）のような信号特性を考慮して、効率的な伝送に必要な過程を行うこと
ができる。
【００４４】
　本発明の一実施例に係るシグナリングジェネレーションモジュール１４００は、入力さ
れた管理情報、及びインプットフォーマッティングモジュール１０００、コーディングア
ンドモジュレーションモジュール１１００及びフレームストラクチャモジュール１２００
で発生した情報を用いて、最終的なフィジカルレイヤシグナリング（ｐｈｙｓｉｃａｌ　
ｌａｙｅｒ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）情報を生成する。したがって、本発明の一実施例に係
る受信装置は、シグナリング情報を復号化して、受信された信号をデコーディングするこ
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とができる。
【００４５】
　上述したように、本発明の一実施例に係る次世代放送サービスのための放送信号送信装
置は、地上波放送サービス、モバイル放送サービス及びＵＨＤＴＶサービスなどを提供す
ることができる。したがって、本発明の一実施例に係る次世代放送サービスのための放送
信号送信装置は、互いに異なるサービスのための信号を時間領域でマルチプレクシングし
て伝送することができる。
【００４６】
　図２乃至図４は、本発明の一実施例に係るインプットフォーマッティングモジュール１
０００を示す図である。以下、各図面について説明する。
【００４７】
　図２は、本発明の一実施例に係るインプットフォーマッティングモジュールを示す図で
ある。図２は、インプット信号がシングルインプットストリームである場合のインプット
フォーマッティングモジュールを示す。
【００４８】
　図２に示したように、本発明の一実施例に係るインプットフォーマッティングモジュー
ルは、モードアダプテーションモジュール２０００及びストリームアダプテーションモジ
ュール２１００を含むことができる。
【００４９】
　図２に示したように、モードアダプテーションモジュール２０００は、インプットイン
ターフェース（ｉｎｐｕｔ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ブロック２０１０、ＣＲＣ－８エンコ
ーダ（ＣＲＣ－８　ｅｎｃｏｄｅｒ）ブロック２０２０及びＢＢヘッダー挿入（ＢＢ　ｈ
ｅａｄｅｒ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ）ブロック２０３０を含むことができる。以下、モード
アダプテーションモジュール２０００の各ブロックについて説明する。
【００５０】
　インプットインターフェースブロック２０１０は、入力されたシングルインプットスト
リームを、それぞれが後でＦＥＣ（ＢＣＨ／ＬＤＰＣ）を行うためのベースバンド（ｂａ
ｓｅｂａｎｄ、ＢＢ）フレームの長さを有するデータに分けて出力することができる。
【００５１】
　ＣＲＣ－８エンコーダブロック２０２０は、ＢＢフレームデータに対してＣＲＣエンコ
ーディングを行ってリダンダンシーデータ（ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｄａｔａ）を追加す
ることができる。
【００５２】
　ＢＢヘッダー挿入ブロック２０３０は、モードアダプテーションタイプ（Ｍｏｄｅ　Ａ
ｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｔｙｐｅ、（ＴＳ／ＧＳ／ＩＰ））、ユーザパケット長（Ｕｓｅｒ
　Ｐａｃｋｅｔ　Ｌｅｎｇｔｈ）、データフィールド長（Ｄａｔａ　Ｆｉｅｌｄ　Ｌｅｎ
ｇｔｈ）、ユーザパケットシンクバイト（Ｕｓｅｒ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｙｎｃ　Ｂｙｔｅ
）、データフィールド内にあるユーザパケットシンクバイトのスタートアドレス（Ｓｔａ
ｒｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ　ｏｆ　Ｕｓｅｒ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｙｎｃ　Ｂｙｔｅ　ｉｎ　Ｄ
ａｔａ　Ｆｉｅｌｄ）、ハイエフィシエンシモードインジケーター（Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉ
ｃｉｅｎｃｙ　Ｍｏｄｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、インプットストリーム同期化フィール
ド（Ｉｎｐｕｔ　Ｓｔｒｅａｍ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｆｉｅｌｄ）などの
情報を含むヘッダーをＢＢフレームデータに挿入することができる。
【００５３】
　図２に示したように、ストリームアダプテーションモジュール２１００は、パディング
挿入（Ｐａｄｄｉｎｇ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ）ブロック２１１０及びＢＢスクランブラ（
ｓｃｒａｍｂｌｅｒ）ブロック２１２０を含むことができる。以下、ストリームアダプテ
ーションモジュール２１００の各ブロックについて説明する。
【００５４】
　パディング挿入ブロック２１１０は、モードアダプテーションモジュール２０００から



(13) JP 2016-522655 A 2016.7.28

10

20

30

40

50

入力されたデータが、ＦＥＣエンコーディングに必要な入力データ長よりも小さい場合、
そのデータが入力データ長を有するようにパディングビットを挿入し、挿入されたパディ
ングビットを含むデータを出力することができる。
【００５５】
　ＢＢスクランブラブロック２１２０は、入力されたビットストリームをＰＲＢＳ（Ｐｓ
ｅｕｄｏ　Ｒａｎｄｏｍ　Ｂｉｎａｒｙ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ）でＸＯＲ演算してランダム
化（ｒａｎｄｏｍｉｚｅ）することができる。
【００５６】
　上述したブロックは、設計者の意図に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有す
る他のブロックによって代替されてもよい。
【００５７】
　図２に示したように、インプットフォーマッティングモジュールは、最終的にデータパ
イプをコーディングアンドモジュレーションモジュールに出力することができる。
【００５８】
　図３は、本発明の他の実施例に係るインプットフォーマッティングモジュールを示す図
である。図３は、インプット信号がマルチプルインプットストリーム（ｍｕｌｔｉｐｌｅ
　ｉｎｐｕｔ　ｓｔｒｅａｍｓ）である場合のインプットフォーマッティングモジュール
のモードアダプテーションモジュール３０００を示す図である。
【００５９】
　マルチプルインプットストリームを処理するためのインプットフォーマッティングモジ
ュールのモードアダプテーションモジュール３０００は、マルチプルインプットストリー
ムを独立に処理することができる。
【００６０】
　図３に示したように、マルチプルインプットストリームをそれぞれ処理するためのモー
ドアダプテーションモジュール３０００は、インプットインターフェースブロック、イン
プットストリームシンクロナイザ（ｉｎｐｕｔ　ｓｔｒｅａｍ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚｅ
ｒ）ブロック３１００、補償遅延（ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｎｇ　ｄｅｌａｙ）ブロック３
２００、ヌルパケット削除（ｎｕｌｌ　ｐａｃｋｅｔ　ｄｅｌｅｔｉｏｎ）ブロック３３
００、ＣＲＣ－８エンコーダブロック及びＢＢヘッダー挿入ブロックを含むことができる
。以下、モードアダプテーションモジュール３０００の各ブロックについて説明する。
【００６１】
　インプットインターフェースブロック、ＣＲＣ－８エンコーダブロック及びＢＢヘッダ
ー挿入ブロックの動作は、図２で説明した通りであるので省略する。
【００６２】
　インプットストリームシンクロナイザブロック３１００は、ＩＳＣＲ（Ｉｎｐｕｔ　Ｓ
ｔｒｅａｍ　Ｃｌｏｃｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）情報を伝送して、放送信号受信装置がＴ
ＳあるいはＧＳを復元するのに必要なタイミング情報を生成することができる。
【００６３】
　補償遅延ブロック３２００は、送信装置によるタイミング情報を含むデータの処理によ
るデータパイプ間の遅延が発生した場合、放送信号受信装置で入力データに同期を合わせ
ることができるように入力データを遅延させて出力することができる。
【００６４】
　ヌルパケット削除ブロック３３００は、不必要に伝送される入力ヌルパケットを入力デ
ータから削除し、ヌルパケットが除去された位置に応じて削除されたヌルパケットの個数
を入力データに挿入して伝送することができる。
【００６５】
　上述したブロックは、設計者の意図に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有す
る他のブロックによって代替されてもよい。
【００６６】
　図４は、本発明の更に他の実施例に係るインプットフォーマッティングモジュールを示
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す図である。
【００６７】
　具体的に、図４は、インプット信号がマルチプルインプットストリームである場合のイ
ンプットフォーマッティングモジュールのストリームアダプテーションモジュールを示す
図である。
【００６８】
　インプット信号がマルチプルインプットストリームである場合のインプットフォーマッ
ティングモジュールのストリームアダプテーションモジュールは、スケジューラ（ｓｃｈ
ｅｄｕｌｅｒ）４０００、１－フレーム遅延（１－ｆｒａｍｅ　ｄｅｌａｙ）ブロック４
１００、イン－バンドシグナリング又はパディング挿入（Ｉｎ－ｂａｎｄ　ｓｉｇｎａｌ
ｉｎｇ　ｏｒ　ｐａｄｄｉｎｇ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ）ブロック４２００、フィジカルレ
イヤシグナリング生成（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｇｅｎｅ
ｒａｔｉｏｎ）ブロック４３００及びＢＢスクランブラ（ｓｃｒａｍｂｌｅｒ）ブロック
４４００を含むことができる。以下、ストリームアダプテーションモジュールの各ブロッ
クの動作について説明する。
【００６９】
　スケジューラ４０００は、デュアル極性（ｄｕａｌ　ｐｏｌａｒｉｔｙ）を含む多重ア
ンテナを使用するＭＩＭＯシステムのためのスケジューリングを行うことができる。また
、スケジューラ４０００は、図１で説明したコーディングアンドモジュレーションモジュ
ール内のビットトゥセルデマックス（ｂｉｔ－ｔｏ－ｃｅｌｌ　ｄｅｍｕｘ）ブロック、
セルインターリーバ（ｃｅｌｌ　ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｒ）ブロック、タイムインターリ
ーバ（ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｒ）ブロックなどの各アンテナ経路のための信号
処理ブロックに使用されるパラメータを発生させることができる。
【００７０】
　１－フレーム遅延ブロック４１００は、データパイプ内に挿入されるイン－バンドシグ
ナリング情報のために、次のフレームに対するスケジューリング情報が現在のフレームに
伝送され得るように、入力データを１つの信号フレームだけ遅延させることができる。
【００７１】
　イン－バンドシグナリング又はパディング挿入ブロック４２００は、１つの伝送フレー
ムだけ遅延されたデータに、遅延されていないフィジカルレイヤシグナリング（ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ、ＰＬＳ）－ダイナミックシグナリング（ｄ
ｙｎａｍｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）情報を挿入することができる。この場合、イン－バ
ンドシグナリング又はパディング挿入ブロック４２００は、パディングのための空間があ
る場合にパディングビットを挿入したり、イン－バンドシグナリング情報をパディング空
間に挿入することができる。また、スケジューラ４０００は、イン－バンドシグナリング
とは別個に、現在のフレームに対するＰＬＳ－ダイナミックシグナリング情報を出力する
ことができる。したがって、後述するセルマッパー（ｃｅｌｌ　ｍａｐｐｅｒ）は、スケ
ジューラ４０００で出力したスケジューリング情報に従って入力セルをマッピングするこ
とができる。
【００７２】
　フィジカルレイヤシグナリング生成ブロック４３００は、イン－バンドシグナリング情
報を除いて、伝送フレームのプリアンブルシンボル（ｐｒｅａｍｂｌｅ　ｓｙｍｂｏｌ）
やスプレッディングされてデータシンボル（ｄａｔａ　ｓｙｍｂｏｌ）などに伝送される
フィジカルレイヤシグナリングデータを生成することができる。この場合、本発明の一実
施例に係るフィジカルレイヤシグナリングデータは、シグナリング情報と呼ぶことができ
る。また、本発明の一実施例に係るフィジカルレイヤシグナリングデータは、ＰＬＳ－プ
レ（ｐｒｅ）情報とＰＬＳ－ポスト（ｐｏｓｔ）情報とに分離できる。ＰＬＳ－プレ情報
は、ＰＬＳ－ポスト情報をデコーディングするのに必要なパラメータ及びスタティックＰ
ＬＳシグナリングデータ（ｓｔａｔｉｃ　ＰＬＳ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｄａｔａ）を含
むことができ、ＰＬＳ－ポスト情報は、データパイプをデコーディングするのに必要なパ
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ラメータを含むことができる。データパイプをデコーディングするのに必要なパラメータ
は、スタティックＰＬＳシグナリングデータ（ｓｔａｔｉｃ　ＰＬＳ　ｓｉｇｎａｌｉｎ
ｇ　ｄａｔａ）とダイナミックＰＬＳシグナリングデータ（ｄｙｎａｍｉｃ　ＰＬＳ　ｓ
ｉｇｎａｌｉｎｇ　ｄａｔａ）とに分離できる。スタティックＰＬＳシグナリングデータ
は、スーパーフレームに含まれた全てのフレームに共通に適用され得るパラメータであっ
て、スーパーフレーム単位で変更され得る。ダイナミックＰＬＳシグナリングデータは、
スーパーフレームに含まれたフレーム毎に異ならせて適用され得るパラメータであって、
フレーム単位で変更され得る。したがって、受信装置は、ＰＬＳ－プレ情報をデコーディ
ングしてＰＬＳ－ポスト情報を獲得し、ＰＬＳ－ポスト情報をデコーディングして所望の
データパイプをデコーディングすることができる。
【００７３】
　ＢＢスクランブラブロック４４００は、ウェーブフォームジェネレーションブロック（
ｗａｖｅｆｏｒｍ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｂｌｏｃｋ）の出力信号のＰＡＰＲ値が低く
なるようにＰＲＢＳを発生させ、入力ビットストリームとＸＯＲ演算して出力することが
できる。図４に示したように、ＢＢスクランブラブロック４４００のスクランブリングは
、データパイプとＰＬＳ情報の両方に対して適用され得る。
【００７４】
　上述したブロックは、設計者の意図に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有す
る他のブロックによって代替されてもよい。
【００７５】
　図４に示したように、ストリームアダプテーションモジュールは、最終的に各データパ
イプをコーディングアンドモジュレーションモジュールに出力することができる。
【００７６】
　図５は、本発明の一実施例に係るコーディングアンドモジュレーションモジュールを示
す図である。
【００７７】
　図５のコーディングアンドモジュレーションモジュールは、図１で説明したコーディン
グアンドモジュレーションモジュールの一実施例に該当する。
【００７８】
　上述したように、本発明の一実施例に係る次世代放送サービスのための放送信号送信装
置は、地上波放送サービス、モバイル放送サービス及びＵＨＤＴＶサービスなどを提供す
ることができる。
【００７９】
　本発明の一実施例に係る次世代放送サービスのための放送信号送信装置が提供しようと
するサービスの特性に応じてＱｏＳ（ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　ｓｅｒｖｉｃｅ）が異なる
ので、各サービスに対応するデータが処理される方式が変わらなければならない。したが
って、本発明の一実施例に係るコーディングアンドモジュレーションモジュールは、入力
されたデータパイプに対して、それぞれの経路別にＳＩＳＯ、ＭＩＳＯ及びＭＩＭＯ方式
を独立に適用して処理することができる。結果的に、本発明の一実施例に係る次世代放送
サービスのための放送信号送信装置は、各データパイプを介して伝送するサービスやサー
ビスコンポーネント別にＱｏＳを調節することができる。
【００８０】
　したがって、本発明の一実施例に係るコーディングアンドモジュレーションモジュール
は、ＳＩＳＯ方式のための第１ブロック５０００、ＭＩＳＯ方式のための第２ブロック５
１００、ＭＩＭＯ方式のための第３ブロック５２００及びＰＬＳ－プレ／ポスト情報を処
理するための第４ブロック５３００を含むことができる。図５に示されたコーディングア
ンドモジュレーションモジュールは一実施例に過ぎず、設計者の意図に応じて、コーディ
ングアンドモジュレーションモジュールは、第１ブロック５０００及び第４ブロック５３
００のみを含んでいてもよく、第２ブロック５１００及び第４ブロック５３００のみを含
んでいてもよく、第３ブロック５２００及び第４ブロック５３００のみを含んでいてもよ
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い。すなわち、設計者の意図に応じて、コーディングアンドモジュレーションモジュール
は、各データパイプを同一又は異ならせて処理するためのブロックを含むことができる。
【００８１】
　以下、コーディングアンドモジュレーションモジュールの各ブロックについて説明する
。
【００８２】
　第１ブロック５０００は、入力されたデータパイプをＳＩＳＯ方式によって処理し、Ｆ
ＥＣエンコーダ（ｅｎｃｏｄｅｒ）ブロック５０１０、ビットインターリーバ（ｂｉｔ　
ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｒ）ブロック５０２０、ビットトゥセルデマックス（ｂｉｔ　ｔｏ
　ｃｅｌｌ　ｄｅｍｕｘ）ブロック５０３０、コンステレーションマッパー（ｃｏｎｓｔ
ｅｌｌａｔｉｏｎ　ｍａｐｐｅｒ）ブロック５０４０、セルインターリーバ（ｃｅｌｌ　
ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｒ）ブロック５０５０及びタイムインターリーバ（ｔｉｍｅ　ｉｎ
ｔｅｒｌｅａｖｅｒ）ブロック５０６０を含むことができる。
【００８３】
　ＦＥＣエンコーダブロック５０１０は、入力されたデータパイプに対してＢＣＨエンコ
ーディング及びＬＤＰＣ（ｌｏｗ　ｄｅｎｓｉｔｙ　ｐａｒｉｔｙ　ｃｈｅｃｋ）エンコ
ーディングを行ってリダンダンシーを追加し、受信装置が伝送チャネル上の誤りを訂正で
きるようにする。
【００８４】
　ビットインターリーバブロック５０２０は、ＦＥＣエンコーディングが行われたデータ
パイプのビットストリームをインターリービング規則に従ってインターリービングして、
伝送チャネル上で発生し得るバーストエラーに対してロバスト性を有するように処理する
ことができる。したがって、ＱＡＭシンボルにディープフェージング（ｄｅｅｐ　ｆａｄ
ｉｎｇ）あるいはイレイジャー（ｅｒａｓｕｒｅ）が加えられた場合、各ＱＡＭシンボル
にはインターリービングされたビットがマッピングされているので、全コードワード（ｃ
ｏｄｅｗｏｒｄ）ビットのうち連続したビットに誤りが発生することを防止することがで
きる。
【００８５】
　ビットトゥセルデマックスブロック５０３０は、入力されたビットストリームの順序及
びコンステレーションマッピング規則を全て考慮して、ＦＥＣブロック内の各ビットが適
切なロバスト性（ｒｏｂｕｓｔｎｅｓｓ）を有して伝送され得るように入力ビットストリ
ームの順序を決定することができる。
【００８６】
　また、ビットインターリーバブロック５０２０は、ＦＥＣエンコーダブロック５０１０
とコンステレーションマッパーブロック５０４０との間に位置し、放送信号受信装置のＬ
ＤＰＣデコーディングを考慮して、コンステレーションマッパーの互いに異なる信頼値及
び最適の値を有するビット位置に、ＦＥＣエンコーダブロック５０１０によって行われる
ＬＤＰＣエンコーディングの出力ビットを連結させることができる。したがって、ビット
トゥセルデマックスブロック５０３０は、類似又は同一の機能を有するブロックによって
代替されてもよい。
【００８７】
　コンステレーションマッパーブロック５０４０は、入力されたビットワード（ｂｉｔ　
ｗｏｒｄ）を１つのコンステレーションにマッピングすることができる。この場合、コン
ステレーションマッパーブロック５０４０は、追加的にローテーションアンドＱ－ディレ
イ（ｒｏｔａｔｉｏｎ　＆　Ｑ－ｄｅｌａｙ）を行うことができる。すなわち、コンステ
レーションマッパーブロック５０４０は、入力されたコンステレーションをローテーショ
ン角（ｒｏｔａｔｉｏｎ　ａｎｇｌｅ）に応じてローテーションした後、イン－フェーズ
（Ｉｎ－ｐｈａｓｅ）成分とＱ－フェーズ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ－ｐｈａｓｅ）成分と
に分けた後、Ｑ－フェーズ成分のみを任意の値だけディレイさせることができる。その後
、コンステレーションマッパーブロック５０４０は、コンステレーションを、ペアになっ



(17) JP 2016-522655 A 2016.7.28

10

20

30

40

50

たイン－フェーズ成分とＱ－フェーズ成分を用いて新しいコンステレーションに再マッピ
ングすることができる。
【００８８】
　また、コンステレーションマッパーブロック５０４０は、最適のコンステレーションポ
イントを見つけるために、コンステレーションポイントを２次元平面上で移動させること
ができる。この過程を通じて、コーディングアンドモジュレーションモジュール１１００
の能力を最適化することができる。また、コンステレーションマッパーブロック５０４０
は、ＩＱバランスドコンステレーションポイント及びローテーションを用いて、前述した
動作を行うことができる。コンステレーションマッパーブロック５０４０は、類似又は同
一の機能を有するブロックによって代替されてもよい。
【００８９】
　セルインターリーバブロック５０５０は、一つのＦＥＣブロックに該当するセルをラン
ダムにインターリービングして出力し、各ＦＥＣブロックに該当するセルが互いに異なる
順序で出力されるようにすることができる。
【００９０】
　タイムインターリーバブロック５０６０は、多数のＦＥＣブロックに属するセルをイン
ターリービングして出力することができる。したがって、ＦＥＣブロックに該当するセル
は、タイムインターリービングデプス（ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ　ｄｅｐｔ
ｈ）だけの区間内に分散されて伝送されるので、ダイバーシティ利得（ｄｉｖｅｒｓｉｔ
ｙ　ｇａｉｎ）を獲得することができる。
【００９１】
　第２ブロック５１００は、入力されたデータパイプをＭＩＳＯ処理し、第１ブロック５
０００と同様に、ＦＥＣエンコーダブロック、ビットインターリーバブロック、ビットト
ゥセルデマックスブロック、コンステレーションマッパーブロック、セルインターリーバ
ブロック及びタイムインターリーバブロックを含むことができるが、ＭＩＳＯプロセシン
グ（ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）ブロック５１１０をさらに含むという点で異なる。第２ブロ
ック５１００は、第１ブロック５０００と同様に、入力動作からタイムインターリーバ動
作まで同一の役割の過程を行うので、同一のブロックについての説明は省略する。
【００９２】
　ＭＩＳＯプロセシングブロック５１１０は、入力されたセルに対して、伝送ダイバーシ
ティ（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）を与えるＭＩＳＯエンコーディングマト
リックス（ｅｎｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ）に従ってエンコーディングを行い、ＭＩＳ
Ｏプロセシングされたデータを２つの経路を介して出力することができる。本発明の一実
施例に係るＭＩＳＯプロセシングは、ＯＳＴＢＣ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｓｐａｃｅ　
ｔｉｍｅ　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｄｉｎｇ）／ＯＳＦＢＣ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｓｐａｃ
ｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｄｉｎｇ、いわゆるＡｌａｍｏｕｔｉ　ｃｏ
ｄｉｎｇ）を含むことができる。
【００９３】
　第３ブロック５２００は、入力されたデータパイプをＭＩＭＯ処理し、図５に示したよ
うに、第２ブロック５１００と同様に、ＦＥＣエンコーダブロック、ビットインターリー
バブロック、ビットトゥセルデマックスブロック、コンステレーションマッパーブロック
、セルインターリーバブロック及びタイムインターリーバブロックを含むことができるが
、ＭＩＭＯプロセシングブロック５２２０を含むという点でデータ処理過程が異なる。
【００９４】
　すなわち、第３ブロック５２００の場合、ＦＥＣエンコーダブロック及びビットインタ
ーリーバブロックは、第１及び２ブロック５０００，５１００と機能は異なるが、基本的
な役割は同一である。
【００９５】
　ビットトゥセルデマックスブロック５２１０は、ＭＩＭＯプロセシングの入力数と同じ
数の出力ビットストリームを生成し、ＭＩＭＯプロセシングのためのＭＩＭＯ経路を介し
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て出力することができる。この場合、ビットトゥセルデマックスブロック５２１０は、Ｌ
ＤＰＣとＭＩＭＯプロセシングの特性を考慮して、受信装置のデコーディング性能を最適
化するように設計することができる。
【００９６】
　コンステレーションマッパーブロック、セルインターリーバブロック、タイムインター
リーバブロックも、機能は異なり得るが、基本的な役割は第１及び２ブロック５０００，
５１００で説明したものと同一である。また、図５に示したように、コンステレーション
マッパーブロック、セルインターリーバブロック、タイムインターリーバブロックは、Ｍ
ＩＭＯプロセシングのためのＭＩＭＯ経路の数だけ存在し得る。この場合、コンステレー
ションマッパーブロック、セルインターリーバブロック、タイムインターリーバブロック
は、各経路を介して入力されるデータに対して、それぞれ同一あるいは独立に動作するこ
とができる。
【００９７】
　ＭＩＭＯプロセシングブロック５２２０は、２つの入力セルに対してＭＩＭＯエンコー
ディングマトリックスを使用してＭＩＭＯプロセシングを行い、ＭＩＭＯプロセシングさ
れたデータを２つの経路を介して出力することができる。本発明の一実施例に係るＭＩＭ
Ｏエンコーディングマトリックスは、空間多重化（ｓｐａｔｉａｌ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘ
ｉｎｇ）、ゴールデンコード（Ｇｏｌｄｅｎ　ｃｏｄｅ）、フルレートフルダイバーシテ
ィコード（Ｆｕｌｌ－ｒａｔｅ　ｆｕｌｌ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｃｏｄｅ）、線形分散
符号（Ｌｉｎｅａｒ　ｄｉｓｐｅｒｓｉｏｎ　ｃｏｄｅ）などを含むことができる。
【００９８】
　第４ブロック５３００は、ＰＬＳ－プレ／ポスト情報を処理するためのブロックであっ
て、ＳＩＳＯ又はＭＩＳＯプロセシングを行うことができる。
【００９９】
　第４ブロック５３００に含まれたビットインターリーバブロック、ビットトゥセルデマ
ックスブロック、コンステレーションマッパーブロック、セルインターリーバブロック、
タイムインターリーバブロック及びＭＩＳＯプロセシングブロックなどは、上述した第２
ブロック５１００に含まれたブロックと機能は異なり得るが、基本的な役割は同一である
。
【０１００】
　第４ブロック５３００に含まれたショートニング／パンクチャリング（ｓｈｏｒｔｅｎ
ｉｎｇ／ｐｕｎｃｔｕｒｉｎｇ）されたＦＥＣエンコーダブロック５３１０は、入力デー
タの長さがＦＥＣエンコーディングを行うのに必要な長さよりも短い場合に備えたＰＬＳ
経路のためのＦＥＣエンコーディング方式を用いてＰＬＳデータを処理することができる
。具体的には、ショートニング／パンクチャリングされたＦＥＣエンコーダブロック５３
１０は、入力ビットストリームに対してＢＣＨエンコーディングを行い、ノーマルＬＤＰ
Ｃ（ｎｏｒｍａｌ　ＬＤＰＣ）エンコーディングに必要な所望の入力ビットストリームの
長さだけゼロパディング（ｚｅｒｏ　ｐａｄｄｉｎｇ）を行い、ＬＤＰＣエンコーディン
グを行った後、パディングしたゼロ値を除去して、エフェクティブコードレート（ｅｆｆ
ｅｃｔｉｖｅ　ｃｏｄｅｒａｔｅ）がデータパイプレートと同一又は低くなるようにパリ
ティービットをパンクチャリングすることができる。
【０１０１】
　第１ブロック５０００乃至第４ブロック５３００に含まれたブロックは、設計者の意図
に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有する他のブロックによって代替されても
よい。
【０１０２】
　図５に示したように、コーディングアンドモジュレーションモジュールは、各経路別に
処理されたデータパイプ、ＰＬＳ－プレ情報、ＰＬＳ－ポスト情報をフレームストラクチ
ャモジュールに出力することができる。
【０１０３】
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　図６は、本発明の一実施例に係るフレームストラクチャモジュールを示す図である。
【０１０４】
　図６に示されたフレームストラクチャモジュールは、図１で説明したフレームストラク
チャモジュール１２００の一実施例に該当する。
【０１０５】
　本発明の一実施例に係るフレームストラクチャブロックは、少なくとも１つのセルマッ
パー（ｃｅｌｌ－ｍａｐｐｅｒ）６０００、少なくとも１つのディレイ補償（ｄｅｌａｙ
　ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ）モジュール６１００及び少なくとも１つのブロックインタ
ーリーバ（ｂｌｏｃｋ　ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｒ）６２００を含むことができる。セルマ
ッパー６０００、ディレイ補償モジュール６１００及びブロックインターリーバ６２００
の数は、設計者の意図に応じて変更可能である。以下、フレームストラクチャブロックの
各モジュールについて説明する。
【０１０６】
　セルマッパー６０００は、コーディングアンドモジュレーションモジュールから出力さ
れたＳＩＳＯ、ＭＩＳＯまたはＭＩＭＯ処理されたデータパイプに対応するセル、データ
パイプ間に共通に適用され得るコモンデータ（ｃｏｍｍｏｎ　ｄａｔａ）に対応するセル
、ＰＬＳ－プレ／ポスト情報に対応するセルを、スケジューリング情報に従って信号フレ
ームに割り当てる（配列する）ことができる。コモンデータは、全部又は一部のデータパ
イプ間に共通に適用され得るシグナリング情報を意味し、特定のデータパイプを介して伝
送することができる。コモンデータを伝送するデータパイプをコモンデータパイプ（ｃｏ
ｍｍｏｎ　ｄａｔａ　ｐｉｐｅ）と呼ぶことができ、これは、設計者の意図に応じて変更
可能である。
【０１０７】
　本発明の一実施例に係る放送信号送信装置が２つの出力アンテナを使用し、上述したＭ
ＩＳＯプロセシングにおいてアラモウチコーディング（Ａｌａｍｏｕｔｉ　ｃｏｄｉｎｇ
）を使用する場合、アラモウチコーディングによる直交性（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌｉｔｙ
）を維持するために、セルマッパー６０００はペアワイズセルマッピング（ｐａｉｒ－ｗ
ｉｓｅ　ｃｅｌｌ　ｍａｐｐｉｎｇ）を行うことができる。すなわち、セルマッパー６０
００は、入力セルに対して連続した２つのセルを１つの単位で処理してフレームにマッピ
ング（配列）することができる。したがって、各アンテナの出力経路に該当する入力経路
内のペアになったセルは、伝送フレーム内で互いに隣接する位置に割り当てられ（配列さ
れ）得る。
【０１０８】
　ディレイ補償ブロック６１００は、次の伝送フレームに対する入力ＰＬＳデータセルを
１つのフレームだけディレイし、現在の伝送フレームに該当するＰＬＳデータを獲得する
ことができる。この場合、現在のフレームに該当するＰＬＳデータは、現在の信号フレー
ム内のプリアンブルパートを介して伝送され得、次の信号フレームに対するＰＬＳデータ
は、現在の信号フレーム内のプリアンブルパートまたは現在の信号フレームの各データパ
イプ内のイン－バンドシグナリングを介して伝送され得る。これは、設計者の意図に応じ
て変更可能である。
【０１０９】
　ブロックインターリーバ６２００は、信号フレームの単位となる伝送ブロック内のセル
をインターリービングすることによって、追加的なダイバーシティ利得を獲得することが
できる。また、ブロックインターリーバ６２００は、上述したペアワイズマッピングが行
われた場合、入力セルに対して、連続した２つのセルを１つの単位として処理してインタ
ーリービングを行うことができる。したがって、ブロックインターリーバ６２００から出
力されるセルは、同一の２つの連続したセルになり得る。
【０１１０】
　ペアワイズマッピング及びペアワイズインターリービング（ｐａｉｒ－ｗｉｓｅ　ｉｎ
ｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ）が行われる場合、少なくとも１つのセルマッパーと少なくとも１
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つのブロックインターリーバは、それぞれの経路を介して入力されるデータに対して同一
に動作したり、あるいは独立に動作することができる。
【０１１１】
　上述したブロックは、設計者の意図に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有す
る他のブロックによって代替されてもよい。
【０１１２】
　図６に示したように、フレームストラクチャモジュールは、少なくとも１つの信号フレ
ームをウェーブフォームジェネレーションモジュールに出力することができる。
【０１１３】
　図７は、本発明の一実施例に係るウェーブフォームジェネレーションモジュールを示す
図である。
【０１１４】
　図７に示されたウェーブフォームジェネレーションモジュールは、図１で説明したウェ
ーブフォームジェネレーションモジュール１３００の一実施例に該当する。
【０１１５】
　本発明の一実施例に係るウェーブフォームジェネレーションモジュールは、図６で説明
したフレームストラクチャモジュールから出力された信号フレームの入力を受け、出力す
るためのアンテナの数だけ信号フレームを変調して伝送することができる。
【０１１６】
　具体的には、図７に示されたウェーブフォームジェネレーションモジュールは、ｍ個の
Ｔｘアンテナを使用する放送信号送信装置のウェーブフォームジェネレーションモジュー
ルの実施例であって、ｍ個の経路だけ入力されたフレームを変調して出力するためのｍ個
の処理ブロックを含むことができる。ｍ個の処理ブロックは、全て同一の処理過程を行う
ことができる。以下では、ｍ個の処理ブロックのうち最初の処理ブロック７０００の動作
について説明する。
【０１１７】
　最初の処理ブロック７０００は、レファレンス信号挿入及びＰＡＰＲリダクション（ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ　＆　ＰＡＰＲ　ｒｅｄｕｃｔｉ
ｏｎ）ブロック７１００、インバースウェーブフォームトランスフォーム（Ｉｎｖｅｒｓ
ｅ　ｗａｖｅｆｏｒｍ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）ブロック７２００、ＰＡＰＲリダクション
（ＰＡＰＲ　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ　ｉｎ　ｔｉｍｅ）ブロック７３００、ガードシーケン
ス挿入（Ｇｕａｒｄ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ）ブロック７４００、プリ
アンブル挿入（ｐｒｅａｍｂｌｅ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ）ブロック７５００、ウェーブフ
ォームプロセシング（ｗａｖｅｆｏｒｍ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）ブロック７６００、そ
の他のシステム挿入（ｏｔｈｅｒ　ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ）ブロック７７０
０及びＤＡＣ（ｄｉｇｉｔａｌ　ａｎａｌｏｇ　ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）ブロック７８００
を含むことができる。
【０１１８】
　レファレンス信号挿入及びＰＡＰＲリダクションブロック７１００は、各信号ブロック
毎に定められた位置にレファレンス信号を挿入し、時間ドメインでのＰＡＰＲ値を低下さ
せるためにＰＡＰＲリダクションスキーム（ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ　ｓｃｈｅｍｅ）を適用
することができる。本発明の一実施例に係る放送送受信システムがＯＦＤＭシステムであ
る場合、レファレンス信号挿入及びＰＡＰＲリダクションブロック７１００は、アクティ
ブサブキャリア（ａｃｔｉｖｅ　ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ）の一部を使用せずに保存する方
法を用いることができる。また、レファレンス信号挿入及びＰＡＰＲリダクションブロッ
ク７１００は、放送送受信システムに応じてＰＡＰＲリダクションスキームを選択的な動
作として使用しなくてもよい。
【０１１９】
　インバースウェーブフォームトランスフォームブロック７２００は、伝送チャネルの特
性とシステム構造を考慮して、伝送効率及びフレキシビリティが向上する方式で入力信号
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をトランスフォームすることができる。本発明の一実施例に係る放送送受信システムがＯ
ＦＤＭシステムである場合、インバースウェーブフォームトランスフォームブロック７２
００は、逆ＦＦＴオペレーション（Ｉｎｖｅｒｓｅ　ＦＦＴ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）を使
用して周波数領域の信号を時間領域の信号に変換する方式を用いることができる。本発明
の一実施例に係る放送送受信システムがシングルキャリアシステム（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａ
ｒｒｉｅｒ　ｓｙｓｔｅｍ）である場合、インバースウェーブフォームトランスフォーム
ブロック７２００はウェーブフォームジェネレーションモジュール内で使用されなくても
よい。
【０１２０】
　ＰＡＰＲリダクションブロック７３００は、入力された信号に対して、時間領域でＰＡ
ＰＲを低下させるための方法を適用することができる。本発明の一実施例に係る放送送受
信システムがＯＦＤＭシステムである場合、ＰＡＰＲリダクションブロック７３００は、
簡単に最大振幅（ｐｅａｋ　ａｍｐｌｉｔｕｄｅ）をクリッピング（ｃｌｉｐｐｉｎｇ）
する方法を用いてもよい。また、ＰＡＰＲリダクションブロック７３００は、選択的なブ
ロックであって、本発明の一実施例に係る放送送受信システムで使用されなくてもよい。
【０１２１】
　ガードシーケンス挿入ブロック７４００は、伝送チャネルの遅延拡散（ｄｅｌａｙ　ｓ
ｐｒｅａｄ）による影響を最小化するために、隣接する信号ブロック間にガードインター
バル（ｇｕａｒｄ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）をおき、必要に応じて特定のシーケンスを挿入す
ることができる。したがって、受信装置は、同期化やチャネル推定を容易に行うことがで
きる。本発明の一実施例に係る放送送受信システムがＯＦＤＭシステムである場合、ガー
ドシーケンス挿入ブロック７４００は、ＯＦＤＭシンボルのガードインターバル区間にサ
イクリックプレフィックス（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）を挿入してもよい。
【０１２２】
　プリアンブル挿入ブロック７５００は、受信装置がターゲットシステム信号（ｔａｒｇ
ｅｔ　ｓｙｓｔｅｍ　ｓｉｇｎａｌ）を迅速且つ効率的に獲得できるように送受信装置間
の約束された既知のタイプ（ｋｎｏｗｎ　ｔｙｐｅ）の信号（プリアンブル又はプリアン
ブルシンボル）を伝送信号に挿入することができる。本発明の一実施例に係る放送送受信
システムがＯＦＤＭシステムである場合、プリアンブル挿入ブロック７５００は、多数の
ＯＦＤＭシンボルで構成された信号フレームを定義し、毎信号フレームの開始部分にプリ
アンブルシンボルを挿入することができる。すなわち、プリアンブルは、基本的なＰＬＳ
データを伝送することができ、フレームの開始部分に位置することができる。
【０１２３】
　ウェーブフォームプロセシングブロック７６００は、入力ベースバンド信号に対して、
チャネルの伝送特性に合わせてウェーブフォームプロセシングを行うことができる。ウェ
ーブフォームプロセシングブロック７６００は、伝送信号の帯域外放出（ｏｕｔ－ｏｆ－
ｂａｎｄ　ｅｍｉｓｓｉｏｎ）の基準を得るためにＳＲＲＣ（ｓｑｕａｒｅ－ｒｏｏｔ－
ｒａｉｓｅｄ　ｃｏｓｉｎｅ）フィルタリング（ｆｉｌｔｅｒｉｎｇ）を行ってもよい。
本発明の一実施例に係る放送送受信システムがマルチキャリアシステムである場合、ウェ
ーブフォームプロセシングブロック７６００は使用されなくてもよい。
【０１２４】
　その他のシステム挿入ブロック７７００は、同一のＲＦ信号帯域幅内に放送サービスを
提供する互いに異なる２つ以上の放送送受信システムのデータを共に伝送できるように、
複数の放送送受信システムの信号を時間領域でマルチプレクシングすることができる。こ
の場合、互いに異なる２つ以上の放送送受信システムとは、互いに異なる放送サービスを
伝送するシステムを意味する。互いに異なる放送サービスは、地上波放送サービス、モバ
イル放送サービスなどを意味し得る。また、各放送サービスと関連するデータは、互いに
異なるフレームを介して伝送され得る。
【０１２５】
　ＤＡＣブロック７８００は、入力デジタル信号をアナログ信号に変換して出力すること
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ができる。ＤＡＣブロック７８００から出力された信号は、ｍ個の出力アンテナを介して
伝送され得る。本発明の一実施例に係る伝送アンテナは、垂直（ｖｅｒｔｉｃａｌ）又は
水平極性（ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　ｐｏｌａｒｉｔｙ）を有することができる。
【０１２６】
　上述したブロックは、設計者の意図に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有す
る他のブロックによって代替されてもよい。
【０１２７】
　図８は、本発明の一実施例に係る次世代放送サービスのための放送信号受信装置の構造
を示す図である。
【０１２８】
　本発明の一実施例に係る次世代放送サービスのための放送信号受信装置は、図１で説明
した次世代放送サービスのための放送信号送信装置に対応し得る。本発明の一実施例に係
る次世代放送サービスのための放送信号受信装置は、シンクロナイゼーションアンドデモ
ジュレーション（ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　＆　ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）モ
ジュール８０００、フレームパーシング（ｆｒａｍｅ　ｐａｒｓｉｎｇ）モジュール８１
００、デマッピングアンドデコーディング（ｄｅｍａｐｐｉｎｇ　＆　ｄｅｃｏｄｉｎｇ
）モジュール８２００、アウトプットプロセッサ（ｏｕｔｐｕｔ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）
８３００及びシグナリングデコーディング（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）モ
ジュール８４００を含むことができる。以下、放送信号受信装置の各モジュールの動作に
ついて説明する。
【０１２９】
　シンクロナイゼーションアンドデモジュレーションモジュール８０００は、ｍ個の受信
アンテナを介して入力信号を受信し、放送信号受信装置に対応するシステムに対する信号
検出及び同期化を行い、放送信号送信装置で行った方式の逆過程に該当するデモジュレー
ションを行うことができる。
【０１３０】
　フレームパーシングモジュール８１００は、入力された信号フレームに対してパーシン
グし、ユーザが選択したサービスを伝送するデータを抽出することができる。フレームパ
ーシングモジュール８１００は、放送信号送信装置でインターリービングを行った場合、
これに対する逆過程としてデインターリービングを行うことができる。この場合、抽出し
なければならない信号及びデータの位置は、シグナリングデコーディングモジュール８４
００から出力されたデータをデコーディングして、放送信号送信装置で行ったスケジュー
リング情報などを復元して獲得することができる。
【０１３１】
　デマッピングアンドデコーディングモジュール８２００は、入力信号をビットドメイン
データに変換した後、必要に応じてデインターリービング過程を行うことができる。デマ
ッピングアンドデコーディングモジュール８２００は、伝送効率のために適用されたマッ
ピングに対してデマッピングを行い、伝送チャネル上で発生したエラーに対してデコーデ
ィングを通じてエラー訂正（ｅｒｒｏｒ　ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）を行うことができる。
この場合、デマッピングアンドデコーディングモジュール８２００は、シグナリングデコ
ーディングモジュール８４００から出力されたデータをデコーディングして、デマッピン
グ及びデコーディングに必要な伝送パラメータを獲得することができる。
【０１３２】
　アウトプットプロセッサ８３００は、放送信号送信装置で伝送効率を高めるために適用
した様々な圧縮／信号処理過程の逆過程を行うことができる。この場合、アウトプットプ
ロセッサ８３００は、シグナリングデコーディングモジュール８４００から出力されたデ
ータから、必要な制御情報を獲得することができる。アウトプットプロセッサ８３００の
出力は、放送信号送信装置に入力された信号に該当し、ＭＰＥＧ－ＴＳ、ＩＰストリーム
（ｖ４　ｏｒ　ｖ６）及びＧＳであり得る。
【０１３３】
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　シグナリングデコーディングモジュール８４００は、シンクロナイゼーションアンドデ
モジュレーションモジュール８０００によってデモジュレートされた信号からＰＬＳ情報
を獲得することができる。上述したように、フレームパーシングモジュール８１００、デ
マッピングアンドデコーディングモジュール８２００及びアウトプットプロセッサ８３０
０は、シグナリングデコーディングモジュール８４００から出力されたデータを用いて当
該モジュールの機能を行うことができる。
【０１３４】
　図９は、本発明の一実施例に係るシンクロナイゼーションアンドデモジュレーションモ
ジュールを示す図である。
【０１３５】
　図９に示されたシンクロナイゼーションアンドデモジュレーションモジュールは、図８
で説明したシンクロナイゼーションアンドデモジュレーションモジュールの一実施例に該
当する。また、図９に示されたシンクロナイゼーションアンドデモジュレーションモジュ
ールは、図７で説明したウェーブフォームジェネレーションモジュールの逆動作を行うこ
とができる。
【０１３６】
　図９に示したように、本発明の一実施例に係るシンクロナイゼーションアンドデモジュ
レーションモジュールは、ｍ個のＲｘアンテナを使用する放送信号受信装置のシンクロナ
イゼーションアンドデモジュレーションモジュールの実施例であって、ｍ個の経路だけ入
力された信号を復調するためのｍ個の処理ブロックを含むことができる。ｍ個の処理ブロ
ックは、全て同一の処理過程を行うことができる。以下では、ｍ個の処理ブロックのうち
最初の処理ブロック９０００の動作について説明する。
【０１３７】
　最初の処理ブロック９０００は、チューナー９１００、ＡＤＣブロック９２００、プリ
アンブルディテクター（ｐｒｅａｍｂｌｅ　ｄｅｔｅｃｔｏｒ）９３００、ガードシーケ
ンスディテクター（ｇｕａｒｄ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｄｅｔｅｃｔｏｒ）９４００、ウェ
ーブフォームトランスフォーム（ｗａｖｅｆｏｒｍ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）ブロック９５
００、時間／周波数同期化（Ｔｉｍｅ／ｆｒｅｑ　ｓｙｎｃ）ブロック９６００、レファ
レンス信号ディテクター（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｄｅｔｅｃｔｏｒ）９７
００、チャネル等化部（Ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｑｕａｌｉｚｅｒ）９８００及びインバース
ウェーブフォームトランスフォーム（ｉｎｖｅｒｓｅ　ｗａｖｅｆｏｒｍ　ｔｒａｎｓｆ
ｏｒｍ）ブロック９９００を含むことができる。
【０１３８】
　チューナー９１００は、所望の周波数帯域を選択し、受信した信号の大きさを補償して
ＡＤＣブロック９２００に出力することができる。
【０１３９】
　ＡＤＣブロック９２００は、チューナー９１００から出力された信号をデジタル信号に
変換することができる。
【０１４０】
　プリアンブルディテクター９３００は、デジタル信号が放送信号受信装置に対応するシ
ステムの信号であるか否かを確認するためにプリアンブル（またはプリアンブル信号又は
プリアンブルシンボル）をディテクトすることができる。この場合、プリアンブルディテ
クター９３００は、プリアンブルを介して受信される基本的な伝送パラメータを復号する
ことができる。
【０１４１】
　ガードシーケンスディテクター９４００は、デジタル信号内のガードシーケンスをディ
テクトすることができる。時間／周波数同期化ブロック９６００は、ディテクトされたガ
ードシーケンスを用いて時間／周波数同期化を行うことができ、チャネル等化部９８００
は、ディテクトされたガードシーケンスを用いて受信／復元されたシーケンスを通じてチ
ャネルを推定することができる。
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【０１４２】
　ウェーブフォームトランスフォームブロック９５００は、放送信号送信装置がインバー
スウェーブフォームトランスフォームを行った場合、これに対する逆変換過程を行うこと
ができる。本発明の一実施例に係る放送送受信システムがマルチキャリアシステムである
場合、ウェーブフォームトランスフォームブロック９５００はＦＦＴ変換過程を行うこと
ができる。また、本発明の一実施例に係る放送送受信システムがシングルキャリアシステ
ムである場合、受信された時間領域の信号が周波数領域で処理されたり、時間領域で処理
される場合、ウェーブフォームトランスフォームブロック９５００は使用されなくてもよ
い。
【０１４３】
　時間／周波数同期化ブロック９６００は、プリアンブルディテクター９３００、ガード
シーケンスディテクター９４００、レファレンス信号ディテクター９７００の出力データ
を受信し、検出された信号に対して、ガードシーケンス検出、ブロックウィンドウポジシ
ョニング（ｂｌｏｃｋ　ｗｉｎｄｏｗ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ）を含む時間同期化及び
キャリア周波数同期化を行うことができる。このとき、周波数同期化のために、時間／周
波数同期化ブロック９６００はウェーブフォームトランスフォームブロック９５００の出
力信号をフィードバックすることができる。
【０１４４】
　レファレンス信号ディテクター９７００は、受信されたレファレンス信号を検出するこ
とができる。したがって、本発明の一実施例に係る放送信号受信装置は、同期化を行った
り、チャネル推定（ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ）を行うことができる。
【０１４５】
　チャネル等化部９８００は、ガードシーケンスやレファレンス信号から、各伝送アンテ
ナから各受信アンテナまでの伝送チャネルを推定し、推定されたチャネルを用いて受信デ
ータに対するチャネル等化（ｅｑｕａｌｉｚａｔｉｏｎ）を行うことができる。
【０１４６】
　インバースウェーブフォームトランスフォームブロック９９００は、同期及びチャネル
推定／等化を効率的に行うためにウェーブフォームトランスフォームブロック９５００が
ウェーブフォームトランスフォームを行った場合、再び元の受信データドメインに復元す
る役割を果たすことができる。本発明の一実施例に係る放送送受信システムがシングルキ
ャリアシステムである場合、ウェーブフォームトランスフォームブロック９５００は、同
期／チャネル推定／等化を周波数領域で行うためにＦＦＴを行うことができ、インバース
ウェーブフォームトランスフォームブロック９９００は、チャネル等化が完了した信号に
対してＩＦＦＴを行うことによって、伝送されたデータシンボルを復元することができる
。本発明の一実施例に係る放送送受信システムがマルチキャリアシステムである場合、イ
ンバースウェーブフォームトランスフォームブロック９９００は使用されなくてもよい。
【０１４７】
　上述したブロックは、設計者の意図に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有す
る他のブロックによって代替されてもよい。
【０１４８】
　図１０は、本発明の一実施例に係るフレームパーシングモジュールを示す図である。
【０１４９】
　図１０に示されたフレームパーシングモジュールは、図８で説明したフレームパーシン
グモジュールの一実施例に該当する。また、図１０に示されたフレームパーシングモジュ
ールは、図６で説明したフレームストラクチャモジュールの逆動作を行うことができる。
【０１５０】
　図１０に示したように、本発明の一実施例に係るフレームパーシングモジュールは、少
なくとも１つのブロックデインターリーバ（ｂｌｏｃｋ　ｄｅｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｒ）
１００００及び少なくとも１つのセルデマッパー（ｃｅｌｌ　ｄｅｍａｐｐｅｒ）１０１
００を含むことができる。
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【０１５１】
　ブロックデインターリーバ１００００は、ｍ個の受信アンテナの各データ経路に入力さ
れてシンクロナイゼーションアンドデモジュレーションモジュールで処理されたデータに
対して、各信号ブロック単位でデインターリービングを行うことができる。この場合、図
８で説明したように、放送信号送信装置がペアワイズインターリービングを行った場合、
ブロックデインターリーバ１００００は、各入力経路に対して連続した２つのデータを１
つのペアとして処理することができる。したがって、ブロックデインターリーバ１０００
０は、デインターリービングを行った場合にも、連続した２つのデータを出力することが
できる。また、ブロックデインターリーバ１００００は、放送信号送信装置が行ったイン
ターリービング過程の逆過程を行って元のデータ順に出力することができる。
【０１５２】
　セルデマッパー１０１００は、受信された信号フレームから、コモンデータに対応する
セル、データパイプに対応するセル及びＰＬＳデータに対応するセルを抽出することがで
きる。必要な場合、セルデマッパー１０１００は、多数の部分に分散されて伝送されたデ
ータをマージング（ｍｅｒｇｉｎｇ）し、１つのストリームとして出力することができる
。図６で説明したように、放送信号送信装置で２つの連続したセル入力データが１つのペ
アとして処理されてマッピングされた場合、セルデマッパー１０１００は、放送信号送信
装置のマッピング動作の逆過程として、連続した２つの入力セルを１つの単位として処理
するペアワイズセルデマッピングを行うことができる。
【０１５３】
　また、セルデマッパー１０１００は、現在のフレームを通じて受信したＰＬＳシグナリ
ングデータに対して、それぞれＰＬＳ－プレ及びＰＬＳ－ポスト情報をそれぞれ抽出して
出力することができる。
【０１５４】
　上述したブロックは、設計者の意図に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有す
る他のブロックによって代替されてもよい。
【０１５５】
　図１１は、本発明の一実施例に係るデマッピングアンドデコーディング（ｄｅｍａｐｐ
ｉｎｇ　＆　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）モジュールを示す図である。
【０１５６】
　図１１に示されたデマッピングアンドデコーディングモジュールは、図８で説明したデ
マッピングアンドデコーディングモジュールの一実施例に該当する。また、図１１に示さ
れたデマッピングアンドデコーディングモジュールは、図５で説明したコーディングアン
ドモジュレーションモジュールの逆動作を行うことができる。
【０１５７】
　上述したように、本発明の一実施例に係る放送信号送信装置のコーディングアンドモジ
ュレーションモジュールは、入力されたデータパイプに対して、それぞれの経路別にＳＩ
ＳＯ、ＭＩＳＯ及びＭＩＭＯ方式を独立に適用して処理することができる。したがって、
図１１に示されたデマッピングアンドデコーディングモジュールは、放送信号送信装置に
対応してフレームパーサーから出力されたデータをそれぞれＳＩＳＯ、ＭＩＳＯ、ＭＩＭ
Ｏ処理するためのブロックを含むことができる。
【０１５８】
　図１１に示したように、本発明の一実施例に係るデマッピングアンドデコーディングモ
ジュールは、ＳＩＳＯ方式のための第１ブロック１１０００、ＭＩＳＯ方式のための第２
ブロック１１１００、ＭＩＭＯ方式のための第３ブロック１１２００、及びＰＬＳプレ／
ポスト情報を処理するための第４ブロック１１３００を含むことができる。図１１に示さ
れたデマッピングアンドデコーディングモジュールは一実施例に過ぎず、設計者の意図に
応じて、デマッピングアンドデコーディングモジュールは、第１ブロック１１０００及び
第４ブロック１１３００のみを含んでいてもよく、第２ブロック１１１００及び第４ブロ
ック１１３００のみを含んでいてもよく、第３ブロック１１２００及び第４ブロック１１
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３００のみを含んでいてもよい。すなわち、設計者の意図に応じて、デマッピングアンド
デコーディングモジュールは、各データパイプを同一又は異ならせて処理するためのブロ
ックを含むことができる。
【０１５９】
　以下、デマッピングアンドデコーディングモジュールの各ブロックについて説明する。
【０１６０】
　第１ブロック１１０００は、入力されたデータパイプをＳＩＳＯ処理するためのブロッ
クであって、タイムデインターリーバ（ｔｉｍｅ　ｄｅｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｒ）ブロッ
ク１１０１０、セルデインターリーバ（ｃｅｌｌ　ｄｅｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｒ）ブロッ
ク１１０２０、コンステレーションデマッパー（ｃｏｎｓｔｅｌｌａｔｉｏｎ　ｄｅｍａ
ｐｐｅｒ）ブロック１１０３０、セルトゥビットマックス（ｃｅｌｌ－ｔｏ－ｂｉｔ　ｍ
ｕｘ）ブロック１１０４０、ビットデインターリーバ（ｂｉｔ　ｄｅｉｎｔｅｒｌｅａｖ
ｅｒ）ブロック１１０５０及びＦＥＣデコーダ（ｄｅｃｏｄｅｒ）ブロック１１０６０を
含むことができる。
【０１６１】
　タイムデインターリーバブロック１１０１０は、図５で説明したタイムインターリーバ
ブロック５０６０の逆過程を行うことができる。すなわち、タイムデインターリーバブロ
ック１１０１０は、時間領域でインターリービングされた入力シンボルを元の位置にデイ
ンターリービングすることができる。
【０１６２】
　セルデインターリーバブロック１１０２０は、図５で説明したセルインターリーバブロ
ック５０５０の逆過程を行うことができる。すなわち、セルデインターリーバブロック１
１０２０は、１つのＦＥＣブロック内でスプレッドされたセルの位置を元の位置にデイン
ターリービングすることができる。
【０１６３】
　コンステレーションデマッパーブロック１１０３０は、図５で説明したコンステレーシ
ョンマッパーブロック５０４０の逆過程を行うことができる。すなわち、コンステレーシ
ョンデマッパーブロック１１０３０は、シンボルドメインの入力信号をビットドメインの
データにデマッピングすることができる。また、コンステレーションデマッパーブロック
１１０３０は、ハードデシジョン（ｈａｒｄ　ｄｅｃｉｓｉｏｎ）を行い、決定されたビ
ットデータを出力することもできる。また、コンステレーションデマッパーブロック１１
０３０は、ソフトデシジョン（ｓｏｆｔ　ｄｅｃｉｓｉｏｎ）値あるいは確率的な値に該
当する各ビットのＬＬＲ（ｌｏｇ－ｌｉｋｅｌｉｈｏｏｄ　ｒａｔｉｏ）を出力すること
ができる。もし、放送信号送信装置が追加的なダイバーシティ利得を得るためにローテー
ションコンステレーションを適用した場合、コンステレーションデマッパーブロック１１
０３０は、ローテーションコンステレーションに相応する２次元ＬＬＲデマッピング（２
－Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌ　ＬＬＲ　ｄｅｍａｐｐｉｎｇ）を行うことができる。このと
き、コンステレーションデマッパーブロック１１０３０は、ＬＬＲを計算するとき、放送
信号送信装置でＩ又はＱ成分に対して行われたディレイ値を補償できるように計算を行う
ことができる。
【０１６４】
　セルトゥビットマックスブロック１１０４０は、図５で説明したビットトゥセルデマッ
クスブロック５０３０の逆過程を行うことができる。すなわち、セルトゥビットマックス
ブロック１１０４０は、ビットトゥセルデマックスブロック５０３０でマッピングされた
ビットデータを元のビットストリームの形態に復元することができる。
【０１６５】
　ビットデインターリーバブロック１１０５０は、図５で説明したビットインターリーバ
ブロック５０２０の逆過程を行うことができる。すなわち、ビットデインターリーバブロ
ック１１０５０は、セルトゥビットマックスブロック１１０４０から出力されたビットス
トリームを元の順にデインターリービングすることができる。
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【０１６６】
　ＦＥＣデコーダブロック１１０６０は、図５で説明したＦＥＣエンコーダブロック５０
１０の逆過程を行うことができる。すなわち、ＦＥＣデコーダブロック１１０６０は、Ｌ
ＤＰＣデコーディングとＢＣＨデコーディングを行うことで、伝送チャネル上で発生した
エラーを訂正することができる。
【０１６７】
　第２ブロック１１１００は、入力されたデータパイプをＭＩＳＯ処理するためのブロッ
クであって、図１１に示したように、第１ブロック１１０００と同様に、タイムデインタ
ーリーバブロック、セルデインターリーバブロック、コンステレーションデマッパーブロ
ック、セルトゥビットマックスブロック、ビットデインターリーバブロック及びＦＥＣデ
コーダブロックを含むことができるが、ＭＩＳＯデコーディングブロック１１１１０をさ
らに含むという点で異なる。第２ブロック１１１００は、第１ブロック１１０００と同様
に、タイムデインターリーバから出力まで同一の役割の過程を行うので、同一のブロック
についての説明は省略する。
【０１６８】
　ＭＩＳＯデコーディングブロック１１１１０は、図５で説明したＭＩＳＯプロセシング
ブロック５１１０の逆過程を行うことができる。本発明の一実施例に係る放送送受信シス
テムがＳＴＢＣを使用したシステムである場合、ＭＩＳＯデコーディングブロック１１１
１０はアラモウチデコーディング（Ａｌａｍｏｕｔｉ　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）を行うことが
できる。
【０１６９】
　第３ブロック１１２００は、入力されたデータパイプをＭＩＭＯ処理するためのブロッ
クであって、図１１に示したように、第２ブロック１１１００と同様に、タイムデインタ
ーリーバブロック、セルデインターリーバブロック、コンステレーションデマッパーブロ
ック、セルトゥビットマックスブロック、ビットデインターリーバブロック及びＦＥＣデ
コーダブロックを含むことができるが、ＭＩＭＯデコーディングブロック１１２１０を含
むという点でデータ処理過程が異なる。第３ブロック１１２００に含まれたタイムデイン
ターリーバ、セルデインターリーバ、コンステレーションデマッパー、セルトゥビットマ
ックス、ビットデインターリーバブロックの動作は、第１及び第２ブロック１１０００，
１１１００に含まれた当該ブロックの動作と機能は異なり得るが、基本的な役割は同一で
ある。
【０１７０】
　ＭＩＭＯデコーディングブロック１１２１０は、ｍ個の受信アンテナの入力信号に対し
て、セルデインターリーバの出力データの入力を受け、図５で説明したＭＩＭＯプロセシ
ングブロック５２２０の逆過程としてＭＩＭＯデコーディングを行うことができる。ＭＩ
ＭＯデコーディングブロック１１２１０は、最適の復号化性能を得るためにＭＬデコーデ
ィング（Ｍａｘｉｍｕｍ　ｌｉｋｅｌｉｈｏｏｄ　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）を行ったり、複雑
度を減少させたスフィアーデコーディング（Ｓｐｈｅｒｅ　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）を行うこ
とができる。または、ＭＩＭＯデコーディングブロック１１２１０は、ＭＭＳＥディテク
ションを行ったり、反復デコーディング（ｉｔｅｒａｔｉｖｅ　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）を共
に結合して行うことによって、向上したデコーディング性能を確保することができる。
【０１７１】
　第４ブロック１１３００は、ＰＬＳ－プレ／ポスト情報を処理するためのブロックであ
って、ＳＩＳＯ又はＭＩＳＯデコーディングを行うことができる。第４ブロック１１３０
０は、図５で説明した第４ブロック５３００の逆過程を行うことができる。
【０１７２】
　第４ブロック１１３００に含まれたタイムデインターリーバ、セルデインターリーバ、
コンステレーションデマッパー、セルトゥビットマックス、ビットデインターリーバブロ
ックの基本的な動作は、第１～第３ブロック１１０００，１１１００，１１２００に含ま
れた当該ブロックの動作と機能は異なり得るが、基本的な役割は同一である。
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【０１７３】
　第４ブロック１１３００に含まれたＦＥＣデコーダ（Ｓｈｏｒｔｅｎｅｄ／Ｐｕｎｃｔ
ｕｒｅｄ　ＦＥＣ　ｄｅｃｏｄｅｒ）１１３１０は、図５で説明したＦＥＣエンコーダブ
ロック５３１０の逆過程を行うことができる。すなわち、ＦＥＣデコーダ１１３１０は、
ＰＬＳデータの長さに応じてショートニング／パンクチャリング（ｓｈｏｒｔｅｎｉｎｇ
／ｐｕｎｃｔｕｒｉｎｇ）されて受信されたデータに対してデショートニング／デパンク
チャリング（ｄｅ－ｓｈｏｒｔｅｎｉｎｇ／ｄｅ－ｐｕｎｃｔｕｒｉｎｇ）を行った後、
ＦＥＣデコーディングを行うことができる。この場合、データパイプに使用されたＦＥＣ
デコーダを同一にＰＬＳデータにも使用できるので、ＰＬＳデータのみのための別途のＦ
ＥＣデコーダハードウェアを必要としないので、システムの設計が容易であり、効率的な
コーディングが可能であるという利点がある。
【０１７４】
　上述したブロックは、設計者の意図に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有す
る他のブロックによって代替されてもよい。
【０１７５】
　図１１に示したように、本発明の一実施例に係るデマッピングアンドデコーディングモ
ジュールは、各経路別に処理されたデータパイプ及びＰＬＳ情報をアウトプットプロセッ
サに出力することができる。
【０１７６】
　図１２及び図１３は、本発明の一実施例に係るアウトプットプロセッサを示す図である
。
【０１７７】
　図１２は、本発明の一実施例に係るアウトプットプロセッサを示す図である。図１２に
示されたアウトプットプロセッサは、図８で説明したアウトプットプロセッサの一実施例
に該当する。図１２に示されたアウトプットプロセッサは、デマッピングアンドデコーデ
ィングモジュールから出力されたシングルデータパイプを受信してシングルアウトプット
ストリームを出力するためのもので、図２で説明したインプットフォーマッティングモジ
ュールの逆動作を行うことができる。
【０１７８】
　図１２に示されたアウトプットプロセッサは、ＢＢデスクランブラ（ｄｅｓｃｒａｍｂ
ｌｅｒ）ブロック１２０００、パディング除去（Ｐａｄｄｉｎｇ　ｒｅｍｏｖａｌ）ブロ
ック１２１００、ＣＲＣ－８デコーダ（ＣＲＣ－８ｄｅｃｏｄｅｒ）ブロック１２２００
及びＢＢフレームプロセッサ（ＢＢ　ｆｒａｍｅ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）ブロック１２３
００を含むことができる。
【０１７９】
　ＢＢデスクランブラブロック１２０００は、入力されたビットストリームに対して、放
送信号送信装置で使用したものと同一のＰＲＢＳを発生させ、ビットストリームとＸＯＲ
演算をしてデスクランブルを行うことができる。
【０１８０】
　パディング除去ブロック１２１００は、放送信号送信装置で必要に応じて挿入されたパ
ディングビットを除去することができる。
【０１８１】
　ＣＲＣ－８デコーダブロック１２２００は、パディング除去ブロック１２１００から入
力されたビットストリームに対してＣＲＣデコーディングを行ってブロックエラーを確認
することができる。
【０１８２】
　ＢＢフレームプロセッサブロック１２３００は、ＢＢフレームヘッダーを介して伝送さ
れた情報をデコーディングし、デコーディングされた情報を用いてＭＰＥＧ－ＴＳ、ＩＰ
ストリーム（ｖ４　ｏｒ　ｖ６）またはＧＳを復元することができる。
【０１８３】
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　上述したブロックは、設計者の意図に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有す
る他のブロックによって代替されてもよい。
【０１８４】
　図１３は、本発明の他の実施例に係るアウトプットプロセッサを示す図である。図１３
に示されたアウトプットプロセッサは、図８で説明したアウトプットプロセッサの一実施
例に該当する。また、図１３に示されたアウトプットプロセッサは、デマッピングアンド
デコーディングモジュールから出力されたマルチプルデータパイプを受信する。マルチプ
ルデータパイプに対するデコーディングは、複数のデータパイプに共通に適用され得るコ
モンデータ及びこれと関連するデータパイプをマージングしてデコーディングする過程、
または、放送信号受信装置が多数のサービスあるいはサービスコンポーネント（階層映像
サービス（ｓｃａｌａｂｌｅ　ｖｉｄｅｏ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を含む）を同時にデコーデ
ィングする過程を含むことができる。
【０１８５】
　図１３に示されたアウトプットプロセッサは、図１２で説明したアウトプットプロセッ
サの場合と同様に、ＢＢデスクランブラブロック、パディング除去ブロック、ＣＲＣ－８
デコーダブロック及びＢＢフレームプロセッサブロックを含むことができる。各ブロック
の動作は、図１２で説明したブロックの動作と異なり得るが、基本的な役割は同一である
。
【０１８６】
　図１３に示されたアウトプットプロセッサに含まれたデジッタバッファ（Ｄｅ－ｊｉｔ
ｔｅｒ　ｂｕｆｆｅｒ）ブロック１３０００は、マルチプルデータパイプ間の同期化のた
めに放送信号送信装置で任意に挿入されたディレイを、復元されたＴＴＯ（ｔｉｍｅ　ｔ
ｏ　ｏｕｔｐｕｔ）パラメータによって補償することができる。
【０１８７】
　ヌルパケット挿入（ｎｕｌｌ　ｐａｃｋｅｔ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ）ブロック１３１０
０は、復元されたＤＮＰ（ｄｅｌｅｔｅｄ　ｎｕｌｌ　ｐａｃｋｅｔ）情報を参考にして
ストリームから除去されたヌルパケットを復元することができ、コモンデータを出力する
ことができる。
【０１８８】
　ＴＳクロック再生成（ＴＳ　ｃｌｏｃｋ　ｒｅｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）ブロック１３２
００は、ＩＳＣＲ（ｉｎｐｕｔ　ｓｔｒｅａｍ　ｔｉｍｅ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）情報を
基準として出力パケットの時間同期を復元することができる。
【０１８９】
　ＴＳ再結合（ＴＳ　ｒｅｃｏｍｂｉｎｉｎｇ）ブロック１３３００は、ヌルパケット挿
入ブロック１３１００から出力されたコモンデータ及びこれと関連するデータパイプを再
結合（ｒｅｃｏｍｂｉｎｉｎｇ）し、元のＭＰＥＧ－ＴＳ、ＩＰストリーム（ｖ４　ｏｒ
　ｖ６）あるいはＧＳに復元することができる。ＴＴＯ、ＤＮＰ、ＩＳＣＲ情報は、ＢＢ
フレームヘッダーを介して獲得することができる。
【０１９０】
　イン－バンドシグナリングデコーダ（ｉｎ－ｂａｎｄ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｄｅｃｏ
ｄｅｒ）ブロック１３４００は、データパイプの各ＦＥＣフレーム内のパディングビット
フィールド（ｐａｄｄｉｎｇ　ｂｉｔ　ｆｉｅｌｄ）を介して伝送されるイン－バンドフ
ィジカルレイヤシグナリング情報を復元して出力することができる。
【０１９１】
　図１３に示されたアウトプットプロセッサは、ＰＬＳ－プレ経路とＰＬＳ－ポスト経路
によって入力されるＰＬＳ－プレ情報及びＰＬＳ－ポスト情報をそれぞれＢＢデスクラン
ブルし、デスクランブルされたデータに対してデコーディングを行って元のＰＬＳデータ
を復元することができる。復元されたＰＬＳデータは、放送信号受信装置内のシステムコ
ントローラー（ｓｙｓｔｅｍ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）に伝達され、システムコントロー
ラーは、放送信号受信装置のシンクロナイゼーションアンドデモジュレーションモジュー
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ル、フレームパーシングモジュール、デマッピングアンドデコーディングモジュール及び
アウトプットプロセッサモジュールに必要なパラメータを供給することができる。
【０１９２】
　上述したブロックは、設計者の意図に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有す
る他のブロックによって代替されてもよい。
【０１９３】
　図１４は、本発明の他の実施例に係るコーディングアンドモジュレーションモジュール
を示す図である。
【０１９４】
　図１４に示されたコーディングアンドモジュレーションモジュールは、図１及び図５で
説明したコーディングアンドモジュレーションモジュールの他の実施例に該当する。
【０１９５】
　図１４に示されたコーディングアンドモジュレーションモジュールは、図５で説明した
ように、各データパイプを介して伝送するサービスやサービスコンポーネント別にＱｏＳ
を調節するために、モジュールは、ＳＩＳＯ方式のための第１ブロック１４０００、ＭＩ
ＳＯ方式のための第２ブロック１４１００、ＭＩＭＯ方式のための第３ブロック１４２０
０及びＰＬＳ－プレ／ポスト情報を処理するための第４ブロック１４３００を含むことが
できる。また、本発明の一実施例に係るコーディングアンドモジュレーションモジュール
は、上述したように、設計者の意図に応じて、各データパイプを同一又は異ならせて処理
するためのブロックを含むことができる。図１４に示された第１ブロック～第４ブロック
１４０００～１４３００は、図５で説明した第１ブロック～第４ブロック５０００～５３
００とほぼ同一のブロックを含んでいる。
【０１９６】
　しかし、第１ブロック～第３ブロック１４０００～１４２００に含まれたコンステレー
ションマッパーブロック１４０１０の機能が、図５の第１ブロック～第３ブロック５００
０～５２００に含まれたコンステレーションマッパーブロック５０４０の機能と異なると
いう点、第１ブロック～第４ブロック１４０００～１４３００のセルインターリーバとタ
イムインターリーバとの間にローテーション及びＩ／Ｑインターリーバ（ｒｏｔａｔｉｏ
ｎ　＆　Ｉ／Ｑ　ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｒ）ブロック１４０２０が含まれているという点
、及びＭＩＭＯ方式のための第３ブロック１４２００の構成が、図５に示されたＭＩＭＯ
方式のための第３ブロック５２００の構成と異なるという点で相違する。以下では、図１
４に示された第１ブロック～第４ブロック１４０００～１４３００と図５で説明した第１
ブロック～第４ブロック５０００～５３００との相違点を中心に説明する。
【０１９７】
　図１４に示されたコンステレーションマッパーブロック１４０１０は、入力されたビッ
トワードをコンプレックスシンボルにマッピングすることができる。ただし、図５に示さ
れたコンステレーションマッパーブロック５０４０とは異なり、コンステレーションロー
テーションを行わなくてもよい。図１４に示されたコンステレーションマッパーブロック
１４０１０は、上述したように、第１ブロック～第３ブロック１４０００，１４１００，
１４２００に共通に適用され得る。
【０１９８】
　ローテーション及びＩ／Ｑインターリーバブロック１４０２０は、セルインターリーバ
から出力されたセルインターリービングされたデータの各コンプレックスシンボルのイン
－フェーズとＱ－フェーズコンポーネントを独立にインターリービングしてシンボル単位
で出力することができる。ローテーション及びＩ／Ｑインターリーバブロック１４０２０
の入力データ及び出力シンボルの数は２つ以上であり、これは、設計者の意図に応じて変
更可能である。また、ローテーション及びＩ／Ｑインターリーバブロック１４０２０は、
イン－フェーズ成分に対してはインターリービングを行わなくてもよい。
【０１９９】
　ローテーション及びＩ／Ｑインターリーバブロック１４０２０は、上述したように、第
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１ブロック～第４ブロック１４０００～１４３００に共通に適用され得る。この場合、ロ
ーテーション及びＩ／Ｑインターリーバブロック１４０２０がＰＬＳ－プレ／ポスト情報
を処理するための第４ブロック１４３００に適用されるか否かは、上述したプリアンブル
を介してシグナリングすることができる。
【０２００】
　ＭＩＭＯ方式のための第３ブロック１４２００は、図１４に示したように、Ｑ－ブロッ
クインターリーバ（Ｑ－ｂｌｏｃｋ　ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｒ）ブロック１４２１０及び
コンプレックスシンボル生成（ｃｏｍｐｌｅｘ　ｓｙｍｂｏｌ　ｇｅｎｅｒａｔｏｒ）ブ
ロック１４２２０を含むことができる。
【０２０１】
　Ｑ－ブロックインターリーバブロック１４２１０は、ＦＥＣエンコーダから入力された
ＦＥＣエンコーディングが行われたＦＥＣブロックのパリティパートに対してパーミュテ
ーション（ｐｅｒｍｕｔａｔｉｏｎ）を行うことができる。これを通じて、ＬＤＰＣ Ｈ
マトリックスのパリティパートを情報パート（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｐａｒｔ）と同
一にサイクリック構造（ｃｙｃｌｉｃ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）にすることができる。Ｑ－
ブロックインターリーバブロック１４２１０は、ＬＤＰＣ ＨマトリックスのＱサイズを
有する出力ビットブロックの順序をパーミュテーションした後、行－列ブロックインター
リービング（ｒｏｗ－ｃｏｌｕｍｎ　ｂｌｏｃｋ　ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ）を行って
最終ビットストリームを生成することができる。
【０２０２】
　コンプレックスシンボル生成ブロック１４２２０は、Ｑ－ブロックインターリーバブロ
ック１４２１０から出力されたビットストリームの入力を受け、コンプレックスシンボル
にマッピングして出力することができる。この場合、コンプレックスシンボル生成ブロッ
ク１４２２０は、少なくとも２つの経路を介してシンボルを出力することができる。これ
は、設計者の意図に応じて変更可能である。
【０２０３】
　上述したブロックは、設計者の意図に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有す
る他のブロックによって代替されてもよい。
【０２０４】
　図１４に示したように、本発明の他の実施例に係るコーディングアンドモジュレーショ
ンモジュールは、各経路別に処理されたデータパイプ、ＰＬＳ－プレ情報、ＰＬＳ－ポス
ト情報をフレームストラクチャモジュールに出力することができる。
【０２０５】
　図１５は、本発明の他の実施例に係るデマッピングアンドデコーディングモジュールを
示す図である。
【０２０６】
　図１５に示されたデマッピングアンドデコーディングモジュールは、図１１で説明した
デマッピングアンドデコーディングモジュールの他の実施例に該当する。また、図１５に
示されたデマッピングアンドデコーディングモジュールは、図１４で説明したコーディン
グアンドモジュレーションモジュールの逆動作を行うことができる。
【０２０７】
　図１５に示したように、本発明の他の実施例に係るデマッピングアンドデコーディング
モジュールは、ＳＩＳＯ方式のための第１ブロック１５０００、ＭＩＳＯ方式のための第
２ブロック１５１００、ＭＩＭＯ方式のための第３ブロック１５２００及びＰＬＳ－プレ
／ポスト情報を処理するための第４ブロック１５３００を含むことができる。また、本発
明の一実施例に係るデマッピングアンドデコーディングモジュールは、上述したように、
設計者の意図に応じて、各データパイプを同一又は異ならせて処理するためのブロックを
含むことができる。図１５に示された第１ブロック～第４ブロック１５０００～１５３０
０は、図１１で説明した第１ブロック～第４ブロック１１０００～１１３００とほぼ同一
のブロックを含んでいる。
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【０２０８】
　しかし、第１ブロック～第４ブロック１５０００～１５３００のタイムデインターリー
バとセルデインターリーバとの間にＩ／Ｑデインターリーバ及びデローテーション（Ｉ／
Ｑ　ｄｅｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｒ　＆　ｄｅｒｏｔａｔｉｏｎ）ブロック１５０１０が含
まれているという点、第１ブロック～第３ブロック１５０００～１５２００に含まれたコ
ンステレーションデマッパーブロック１５０２０の機能が、図１１の第１ブロック～第３
ブロック１１０００～１１２００に含まれたコンステレーションデマッパーブロック１１
０３０の機能と異なるという点、及びＭＩＭＯ方式のための第３ブロック１５２００の構
成が、図１１に示されたＭＩＭＯ方式のための第３ブロック１１２００の構成と異なると
いう点で相違する。以下では、図１５に示された第１ブロック～第４ブロック１５０００
～１５３００と、図１１で説明した第１ブロック～第４ブロック１１０００～１１３００
との相違点を中心に説明する。
【０２０９】
　Ｉ／Ｑデインターリーバ及びデローテーションブロック１５０１０は、図１４で説明し
たローテーション及びＩ／Ｑインターリーバブロック１４０２０の逆過程を行うことがで
きる。すなわち、Ｉ／Ｑデインターリーバ及びデローテーションブロック１５０１０は、
放送信号送信装置でＩ／Ｑインターリービングされて伝送されたＩ及びＱコンポーネント
に対してそれぞれデインターリービングを行うことができ、復元されたＩ／Ｑコンポーネ
ントを有するコンプレックスシンボルを再びデローテーションして出力することができる
。
【０２１０】
　Ｉ／Ｑデインターリーバ及びデローテーションブロック１５０１０は、上述したように
、第１ブロック～第４ブロック１５０００～１５３００に共通に適用され得る。この場合
、Ｉ／Ｑデインターリーバ及びデローテーションブロック１５０１０がＰＬＳ－プレ／ポ
スト情報を処理するための第４ブロック１５３００に適用されるか否かは、上述したプリ
アンブルを介してシグナリングすることができる。
【０２１１】
　コンステレーションデマッパーブロック１５０２０は、図１４で説明したコンステレー
ションマッパーブロック１４０１０の逆過程を行うことができる。すなわち、コンステレ
ーションデマッパーブロック１５０２０は、デローテーションを行わずに、セルデインタ
ーリービングされたデータに対してデマッピングを行うことができる。
【０２１２】
　ＭＩＭＯ方式のための第３ブロック１５２００は、図１５に示したように、コンプレッ
クスシンボルパーシング（ｃｏｍｐｌｅｘ　ｓｙｍｂｏｌ　ｐａｒｓｉｎｇ）ブロック１
５２１０及びＱ－ブロックデインターリーバ（Ｑ－ｂｌｏｃｋ　ｄｅｉｎｔｅｒｌｅａｖ
ｅｒ）ブロック１５２２０を含むことができる。
【０２１３】
　コンプレックスシンボルパーシングブロック１５２１０は、図１４で説明したコンプレ
ックスシンボル生成ブロック１４２２０の逆過程を行うことができる。すなわち、コンプ
レックスシンボルパーシングブロック１５２１０は、コンプレックスデータシンボルをパ
ーシングし、ビットデータにデマッピングして出力することができる。この場合、コンプ
レックスシンボルパーシングブロック１５２１０は、少なくとも２つの経路を介してコン
プレックスデータシンボルの入力を受けることができる。
【０２１４】
　Ｑ－ブロックデインターリーバブロック１５２２０は、図１４で説明したＱ－ブロック
インターリーバブロック１４２１０の逆過程を行うことができる。すなわち、Ｑ－ブロッ
クデインターリーバブロック１５２２０は、行－列デインターリービング（ｒｏｗ－ｃｏ
ｌｕｍｎ　ｄｅｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ）によってＱサイズのブロックを復元した後、
パーミュテーション（ｐｅｒｍｕｔａｔｉｏｎ）された各ブロックの順序を元の順序通り
に復元した後、パリティデインターリービングを通じてパリティビットの位置を元通りに
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復元して出力することができる。
【０２１５】
　上述したブロックは、設計者の意図に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を有す
る他のブロックによって代替されてもよい。
【０２１６】
　図１５に示したように、本発明の他の実施例に係るデマッピングアンドデコーディング
モジュールは、各経路別に処理されたデータパイプ及びＰＬＳ情報をアウトプットプロセ
ッサに出力することができる。
【０２１７】
　上述したように、本発明の一実施例に係る放送信号送信装置及び方法は、同一のＲＦチ
ャネル内で互いに異なる放送送受信システムの信号をマルチプレクシングして送信するこ
とができ、本発明の一実施例に係る放送信号受信装置及び方法は、それに対応して信号を
処理することができる。したがって、フレキシブル（ｆｌｅｘｉｂｌｅ）な放送送受信シ
ステムを提供することができる。
【０２１８】
　図１６は、本発明の他の実施例に係るウェーブフォームジェネレーションモジュール及
びシンクロナイゼーションアンドデモジュレーションモジュールを示した図である。
【０２１９】
　図１６（ａ）は、他の実施例に係るウェーブフォームジェネレーションモジュールを示
す。他の実施例に係るウェーブフォームジェネレーションモジュールは、前述したウェー
ブフォームジェネレーションモジュールに対応してもよい。他の実施例に係るウェーブフ
ォームジェネレーションモジュールは、新たなレファレンスシグナル挿入＆ＰＡＰＲリダ
クション（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ　＆　ＰＡＰＲ　ｒ
ｅｄｕｃｔｉｏｎ）ブロックを含むことができる。新たなレファレンスシグナル挿入＆Ｐ
ＡＰＲリダクションブロックは、前述したレファレンスシグナル挿入＆ＰＡＰＲリダクシ
ョンブロックに対応してもよい。
【０２２０】
　本発明は、毎シグナルブロック（ｓｉｇｎａｌ　ｂｌｏｃｋ）ごとに定められた位置に
挿入されるＣＰ（ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｐｉｌｏｔ）パターンの生成方法を提供する。
また、本発明は、少ないメモリ（ＲＯＭ）を用いてＣＰを運営する方法を提供する。本発
明に係る新たなレファレンスシグナル挿入＆ＰＡＰＲリダクションブロックは、本発明が
提供するＣＰパターンの生成及び運営方法によって動作することができる。
【０２２１】
　図１６（ｂ）は、他の実施例に係るシンクロナイゼーションアンドデモジュレーション
モジュールである。他の実施例に係るシンクロナイゼーションアンドデモジュレーション
モジュールは、前述したシンクロナイゼーションアンドデモジュレーションモジュールに
対応してもよい。他の実施例に係るシンクロナイゼーションアンドデモジュレーションモ
ジュールは、新たなレファレンスシグナルディテクター（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎ
ａｌ　ｄｅｔｅｃｔｏｒ）を含むことができる。新たなレファレンスシグナルディテクタ
ーは、前述したレファレンスシグナルディテクターに対応してもよい。
【０２２２】
　本発明に係る新たなレファレンスシグナルディテクターは、本発明が提供するＣＰの生
成及び運営方法によるＣＰを用いて、受信部の動作を行うことができる。ＣＰは、受信部
の同期化に用いることができる。新たなレファレンスシグナルディテクターは、受信され
たレファレンスシグナルを検出し、受信機が同期化を行ったり、チャネル推定を行ったり
するのに助けとなり得る。ここで、同期化は、コースオートフリークエンシーコントロー
ル（ｃｏａｒｓｅ　ａｕｔｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｃｏｎｔｒｏｌ（ＡＦＣ））、ファ
インＡＦＣ（ｆｉｎｅ　ＡＦＣ）及び／又はＣＰＥ（ｃｏｍｍｏｎ　ｐｈａｓｅ　ｅｒｒ
ｏｒ　ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）を通じて行うことができる。
【０２２３】
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　送信機において、ＯＦＤＭシンボルの様々なセルはレファレンス情報（ｒｅｆｅｒｅｎ
ｃｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を通じて変調されてもよい。このとき、レファレンス情
報は、パイロット（ｐｉｌｏｔ）と呼ぶことができる。パイロットには、ＳＰ（ｓｃａｔ
ｔｅｒｅｄ　ｐｉｌｏｔ）、ＣＰ（ｃｏｎｔｉｎｕａｌ　ｐｉｌｏｔ）、エッジパイロッ
ト（ｅｄｇｅ　ｐｉｌｏｔ）、ＦＳＳ（Ｆｒａｍｅ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｓｙｍｂｏｌ
）パイロット、ＦＥＳ（Ｆｒａｍｅ　ｅｄｇｅ　ｓｙｍｂｏｌ）パイロットなどがあり得
る。それぞれのパイロットは、パイロットタイプやパターンに応じて、特定のブーステッ
ドパワーレベル（ｂｏｏｓｔｅｄ　ｐｏｗｅｒ　ｌｅｖｅｌ）で伝送されてもよい。
【０２２４】
　ＣＰは、前述したパイロットのうちの１つであってもよい。ＣＰは、少ない量でＯＦＤ
Ｍシンボル内にランダムに分布して運営されてもよい。この場合、ＣＰの位置情報をメモ
リに格納するインデックステーブル（ｉｎｄｅｘ　ｔａｂｌｅ）方法が効率的であり得る
。ここで、インデックステーブルは、レファレンスインデックステーブル、ＣＰセット（
ＣＰ　ｓｅｔ）、ＣＰグループ（ＣＰ　ｇｒｏｕｐ）などと呼ぶことができる。ＣＰセッ
トは、ＦＦＴサイズ及びＳＰパターンに応じて決定されてもよい。
【０２２５】
　ＣＰは各フレームに挿入されてもよい。具体的には、ＣＰは、各フレームのシンボルに
挿入することができる。ＣＰは、ＣＰパターンを持って挿入され、挿入過程はインデック
ステーブルに従って行うことができる。しかし、ＳＰパターンが多様化し、ＮＯＣ（ｎｕ
ｍｂｅｒ　ｏｆ　ａｃｔｉｖｅ　ｃａｒｒｉｅｒ）モードが増加するに伴い、インデック
ステーブルの大きさが増加するという問題があり得る。
【０２２６】
　本発明は、このような問題点を解決するために、相対的に少ないメモリを用いてＣＰを
運営する方法を提供する。本発明は、パターン反転（ｐａｔｔｅｒｎ　ｒｅｖｅｒｓａｌ
）方法及びポジションマルチプレクシング（ｐｏｓｉｔｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎ
ｇ）方法を提供する。この方法による場合、受信機に要求されるメモリストレージ量を減
少させることができる。
【０２２７】
　ＣＰパターンのデザインコンセプトは、次の通りである。まず、各ＯＦＤＭシンボル内
のＮＯＡ（ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ａｃｔｉｖｅ　ｄａｔａ　ｃａｒｒｉｅｒ）を一定に維
持する。このとき、一定に維持されたＮＯＡは、与えられたＮＯＣ（またはＦＦＴモード
）及びＳＰパターンに従うものであってもよい。
【０２２８】
　ＣＰパターンをＮＯＣとＳＰパターンに基づいて変更させながら、次の２つの条件を確
認することができる。２つの条件は、シグナリング情報（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ）を減少させること、及びタイムインターリーバとキャリアマッピング（
ｃａｒｒｉｅｒ　ｍａｐｐｉｎｇ）とのインタラクション（ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎ）を
単純化させることであり得る。
【０２２９】
　その後、ＳＰ－ベアリングキャリア（ＳＰ－ｂｅａｒｉｎｇ　ｃａｒｒｉｅｒ）とノン
ＳＰ－ベアリングキャリア（ｎｏｎ　ＳＰ－ｂｅａｒｉｎｇ　ｃａｒｒｉｅｒ）に位置す
るＣＰが公平に（ｆａｉｒｌｙ）選択され得る。この選択過程は、周波数セレクティブチ
ャネル（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ｃｈａｎｎｅｌ）のために実行され
てもよい。この選択過程は、ＣＰが、スペクトルにわたってほぼ均等な分布（ｒｏｕｇｈ
ｌｙ　ｅｖｅｎ　ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ）を有してランダムに分布するように行うこ
とができる。ＣＰの位置は、ＮＯＣの増加に伴って共に増加することができる。これは、
ＣＰの全オーバーヘッド（ｏｖｅｒｈｅａｄ）を保存するためであり得る。
【０２３０】
　パターン反転方法について簡略に説明する。ＮＯＣ又はＳＰパターンにおいて使用でき
るＣＰパターンは、インデックステーブルに基づいて生成することができる。最も小さい
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値を有するＮＯＣを基準として、ＣＰの位置値をインデックステーブル化することができ
る。このインデックステーブルをレファレンスインデックステーブルと呼ぶことができる
。このとき、ＣＰの位置値はランダムに位置してもよい。さらに大きい値を有するＮＯＣ
に対しては、インデックステーブルの分布パターンを反転させることによってインデック
ステーブルを拡張することができる。この拡張は、従来技術による単純な繰り返しによる
ものではなくてもよい。実施例に応じて、インデックステーブルの分布パターンを反転さ
せる前に、サイクリックシフト（ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔｉｎｇ）が行われてもよい。
パターン反転方法によると、少ないメモリでもＣＰの運営が可能である。パターン反転方
法は、ＮＯＣ、ＳＰモードに適用することができる。また、パターン反転方法によると、
スペクトル上のＣＰの位置を均等且つランダムに分布させることができる。パターン反転
方法についての詳細は後述する。
【０２３１】
　ポジションマルチプレクシング方法について簡略に説明する。パターン反転方法と同様
に、ＮＯＣ又はＳＰパターンにおいて使用できるＣＰパターンは、インデックステーブル
に基づいて生成することができる。まず、ＣＰをランダムに位置させる位置値をインデッ
クステーブル化することができる。このインデックステーブルをレファレンスインデック
ステーブルと呼ぶことができる。インデックステーブルは、全てのＮＯＣモードに利用／
適用可能なように十分に大きく設計することができる。その後、任意のＮＯＣに対して、
ＣＰの位置がスペクトル上で均等且つランダムに分布するように、インデックステーブル
が様々な方法でマルチプレクシングされてもよい。ポジションマルチプレクシング方法に
ついての詳細は後述する。
【０２３２】
　図１７は、本発明の一実施例に係るＳＰが含まれているＣＰ（ＣＰ　ｂｅａｒｉｎｇ　
ＳＰ）及びＳＰが含まれていないＣＰ（ＣＰ　ｎｏｔ　ｂｅａｒｉｎｇ　ＳＰ）の定義を
示した図である。
【０２３３】
　前述したパターン反転方法及びポジションマルチプレクシング方法に対する技術に先立
ち、ランダムＣＰポジション発生器（ｒａｎｄｏｍ　ＣＰ　ｐｏｓｉｔｉｏｎ　ｇｅｎｅ
ｒａｔｏｒ）について説明する。パターン反転方法及びポジションマルチプレクシング方
法の場合、ランダムＣＰポジション発生器が必要になり得る。
【０２３４】
　ランダムＣＰポジション発生器において、いくつかの仮定（ａｓｓｕｍｐｔｉｏｎ）が
必要になり得る。まず、ＣＰ位置は、与えられたＮＯＣにおいて、ＰＮ発生器によってラ
ンダムに選択されると仮定することができる。すなわち、ＣＰ位置は、ＰＲＢＳ発生器を
用いてランダムに発生してレファレンスインデックステーブルに与えられると仮定するこ
とができる。各ＯＦＤＭシンボルでのＮＯＡは一定に維持されると仮定することができる
。これは、ＳＰが含まれているＣＰ（ＣＰ　ｂｅａｒｉｎｇ　ＳＰ）及びＳＰが含まれて
いないＣＰ（ＣＰ　ｎｏｔ　ｂｅａｒｉｎｇ　ＳＰ）を適宜選択することによって達成す
ることができる。
【０２３５】
　図１７において、彩色した部分のないＣＰは、ＳＰが含まれていないＣＰを図式化した
ものであり、彩色した部分を有するＣＰは、ＳＰが含まれているＣＰを図式化したもので
ある。
【０２３６】
　図１８は、本発明の一実施例に係るレファレンスインデックステーブルを示した図であ
る。
【０２３７】
　図１８に示されたレファレンスインデックステーブルは、前述した仮定を用いて生成さ
れたレファレンスインデックステーブルの例示であり得る。レファレンスインデックステ
ーブルは８Ｋ ＦＦＴモード（ＮＯＣ：６８１７）、ＳＰモード（Ｄｘ：２，Ｄｙ：４）
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を考慮した。図１８（ａ）に示したインデックステーブルは、図１８（ｂ）に示したグラ
フで表現することができる。
【０２３８】
　図１９は、ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃１にお
いて、レファレンスインデックステーブルを構成する概念を示した図である。
【０２３９】
　ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃１を説明する。
【０２４０】
　レファレンスインデックステーブルを構成する場合、インデックステーブルは一定の大
きさのサブインデックステーブル（ｓｕｂ　ｉｎｄｅｘ　ｔａｂｌｅ）に分けることがで
きる。各サブインデックステーブルに対して、互いに異なるＰＮ発生器（または互いに異
なるシード（ｓｅｅｄ））が使用されてＣＰ位置が生成され得る。図１９は、８、１６、
３２Ｋ ＦＦＴモードを考慮した場合において、レファレンスインデックステーブルを示
したものである。すなわち、８Ｋ ＦＦＴモードの場合、１つのサブインデックステーブ
ルがＰＮ１によって生成され得る。１６Ｋ ＦＦＴモードの場合、２つのサブインデック
ステーブルがそれぞれＰＮ１、ＰＮ２によって生成され得る。生成されたＣＰ位置は、前
述した仮定に基づいて生成されたものであり得る。
【０２４１】
　例えば、１６Ｋ ＦＦＴモードをサポートするときには、ＰＮ１とＰＮ２発生器を通じ
て得られるＣＰ位置情報を順次配列することによって全体的なＣＰ位置を分布させること
ができる。また、３２Ｋ ＦＦＴモードをサポートするときには、ＰＮ３とＰＮ４発生器
を通じて得られるＣＰ位置情報を追加的に配列することによって全体的なＣＰ位置を分布
させることができる。
【０２４２】
　これによって、ＣＰをスペクトル上で均等且つランダムに分布させることができるよう
になる。また、ＣＰ位置間にコリレーション特性（ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ｐｒｏｐｅ
ｒｔｙ）を提供することができる。
【０２４３】
　図２０は、ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃１にお
いて、レファレンスインデックステーブルの生成方法の一実施例を示した図である。
【０２４４】
　本実施例において、Ｄｘ＝３、Ｄｙ＝４を有するＳＰパターンを考慮してＣＰ位置情報
を発生させることができる。また、本実施例は、８Ｋ／１６Ｋ／３２Ｋ ＦＦＴモード（
ＮＯＣ：１８１７／１３６３３／２７２６５）で実行することができる。
【０２４５】
　ＣＰ位置値は、８Ｋ ＦＦＴモードを基本としてサブインデックステーブルに格納され
てもよい。１６Ｋ ＦＦＴモード以上のＦＦＴモードをサポートする場合、サブインデッ
クステーブルが、基本的に格納されたサブインデックステーブルに追加されてもよい。追
加されるサブインデックステーブルの値は、基本的に格納されたサブインデックステーブ
ルの値に所定の値を加算したり、基本的なサブインデックステーブルをシフトすることに
よって得られる。
【０２４６】
　サブインデックステーブルＰＮ１、ＰＮ２、ＰＮ３の最後に与えられるＣＰ位置値は、
当該サブインデックステーブルが拡張されるときに必要な値を意味し得る。すなわち、最
後に与えられるＣＰ位置値は、マルチプレクシングのための値であり得る。最後に与えら
れるＣＰ位置値は、同図に楕円で示されている。
【０２４７】
　最後に与えられるＣＰ位置値ｖは、次のように示すことができる。
【０２４８】
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【数１】

【０２４９】
　ｖは、Ｄｘ・Ｄｙの整数倍（ｉ）で表現され得る。８Ｋ ＦＦＴモードが適用される場
合、サブインデックステーブルＰＮ１の最後の位置値は適用されなくてもよい。１６Ｋ 
ＦＦＴモードが適用される場合、サブインデックステーブルＰＮ１の最後の位置値は適用
される一方、サブインデックステーブルＰＮ２の最後の位置値は適用されなくてもよい。
同様に、３２Ｋ ＦＦＴモードが適用される場合、サブインデックステーブルＰＮ１、Ｐ
Ｎ２、ＰＮ３の最後の位置値が全て適用され得る。
【０２５０】
　ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃１において、前述
したマルチプレクシングルールは、次の数式のように表現できる。これは、与えられたレ
ファレンスインデックステーブルから、各ＦＦＴモードに使用されるＣＰ位置を発生させ
るための数式であり得る。
【０２５１】
【数２】

【０２５２】
　数式２は、与えられたレファレンスインデックステーブルに基づいて、各ＦＦＴモード
に使用されるＣＰ位置値を生成するための数式であり得る。ここで、ＣＰ＿８／１６／３
２Ｋは、それぞれ８Ｋ、１６Ｋ、３２Ｋ ＦＦＴモードにおけるＣＰパターンを意味する
。ＰＮ＿１／２／３／４は、それぞれのサブインデックステーブルの名である。ＳＰＮ＿

１／２／３／４は、それぞれＰＮ１、ＰＮ２、ＰＮ３、ＰＮ４サブインデックステーブル
のサイズを意味する。α１／２／３は、それぞれ、追加されたＣＰ位置を均等に分布させ
るためのシフト値（ｓｈｉｆｔｉｎｇ　ｖａｌｕｅ）を意味する。
【０２５３】
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　ＣＰ_８Ｋ（ｋ）及びＣＰ_１６Ｋ（ｋ）において、ｋ値は、ＳPN1－１、ＳPN12－１ま
でに限定されている。ここで、－１が付く理由は、前述したように、最後に与えられるＣ
Ｐ位置値ｖは除外されるためである。
【０２５４】
　図２１は、ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃２にお
いて、レファレンスインデックステーブルを構成する概念の一実施例を示した図である。
【０２５５】
　ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃２を説明する。
【０２５６】
　ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃２は、ＦＦＴモー
ドによるＣＰパターンをサポートする方式で行うことができる。ＣＰパターン生成方法＃
２は、ＰＮ１、ＰＮ２、ＰＮ３、ＰＮ４などをマルチプレクシングして各ＦＦＴモードに
合うＣＰをサポートする方式で行うことができる。ここで、ＰＮ１～ＰＮ４は、サブイン
デックステーブルであって、互いに異なるＰＮ生成器によって生成されたＣＰ位置で構成
され得る。ＰＮ１～ＰＮ４は、ＣＰ位置値がランダム且つ均等に分布したシーケンス（ｓ
ｅｑｕｅｎｃｅ）であると仮定することができる。レファレンスインデックステーブルの
生成は、前述したポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃１
とほぼ同一であるが、具体的なマルチプレクシング方式は異なり得る。
【０２５７】
　１つのパイロットデンシティブロック（ｐｉｌｏｔ　ｄｅｎｓｉｔｙ　ｂｌｏｃｋ）は
、Ｎblkで表現することができる。同一の帯域幅内で、ＦＦＴモードに応じて、割り当て
られたＮblkの数が異なり得る。すなわち、８Ｋ ＦＦＴモードの場合、１個、１６Ｋ Ｆ
ＦＴモードの場合、２個、３２Ｋ ＦＦＴモードの場合、４個のＮblkが割り当てられてい
てもよい。各ＦＦＴモードに応じて、割り当てられた領域にＰＮ１～ＰＮ４がマルチプレ
クシングされて、ＣＰパターンが生成され得る。
【０２５８】
　各ＰＮ１～ＰＮ４は、ランダム且つ均等なＣＰ分布を有するように生成され得る。した
がって、任意の特定のチャネルによる影響を緩和することができる。特にＰＮ１の場合、
該当するＣＰ位置値が８Ｋ、１６Ｋ、３２Ｋのフィジカルスペクトル（ｐｈｙｓｉｃａｌ
　ｓｐｅｃｔｒｕｍ）において同一のポジションに位置するように設計することができる
。この場合、簡単なＰＮ１を用いて、同期のための受信アルゴリズムを具現することがで
きる。
【０２５９】
　また、ＰＮ１～ＰＮ４は、優れたクロスコリレーション（ｃｒｏｓｓ　ｃｏｒｒｅｌａ
ｔｉｏｎ）特性及びオートコリレーション（ａｕｔｏ　ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）特性を
有するように設計されていてもよい。
【０２６０】
　１６Ｋ ＦＦＴモードにおいてＣＰ位置が追加的に決定されるＰＮ２の場合、８Ｋ ＦＦ
Ｔモードにおいて定められたＰＮ１の位置に対して、優れたオートコリレーション特性及
び均等分布特性を有するようにＣＰ位置が決定され得る。同様に、３２Ｋ ＦＦＴモード
においてＣＰ位置が追加的に決定されるＰＮ３、ＰＮ４の場合、１６Ｋ ＦＦＴモードに
おいて定められたＰＮ１、ＰＮ２の位置に基づいてオートコリレーション特性及び均等分
布特性が最適化されるようにＣＰ位置が決定され得る。
【０２６１】
　スペクトルの両エッジ（ｅｄｇｅ）の一定の部分は、ＣＰが配置されなくてもよい。し
たがって、ＩＣＦＯ（ｉｎｔｅｇｒａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｏｆｆｓｅｔ）が発生し
たとき、ＣＰの一部分が消失することを緩和させることができる。
【０２６２】
　図２２は、ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃２にお
いて、レファレンスインデックステーブルの生成方法を示した図である。
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【０２６３】
　８Ｋ ＦＦＴモードの場合にＰＮ１、１６Ｋ ＦＦＴモードの場合にＰＮ１及びＰＮ２、
３２Ｋ ＦＦＴモードの場合にＰＮ１、ＰＮ２、ＰＮ３、ＰＮ４が生成され得る。この生
成過程は、定められたマルチプレクシングルールによって行われてもよい。
【０２６４】
　図２２は、８Ｋ ＦＦＴモードを基準としたとき、１つのパイロットデンシティブロッ
クＮblkで表現できる領域に、１６Ｋ ＦＦＴモードの場合に２個、３２Ｋ ＦＦＴモード
の場合に４個のパイロットデンシティブロックＮblkが含まれ得ることが示されている。
各ＦＦＴモードに応じて生成されたＰＮがマルチプレクシングされて、ＣＰパターンが生
成され得る。
【０２６５】
　８Ｋ ＦＦＴモードの場合、ＰＮ１をそのまま用いてＣＰパターンを生成することがで
きる。すなわち、ＰＮ１が、８Ｋ ＦＦＴモードにおけるＣＰパターンであり得る。
【０２６６】
　１６Ｋ ＦＦＴモードの場合、１番目のパイロットデンシティブロック（１st　Ｎblk）
にＰＮ１が、２番目のパイロットデンシティブロック（２nd　Ｎblk）にＰＮ２が配置さ
れて、ＣＰパターンが生成され得る。
【０２６７】
　３２Ｋ ＦＦＴモードの場合、１番目のパイロットデンシティブロック（１st　Ｎblk）
にＰＮ１が、２番目のパイロットデンシティブロック（２nd　Ｎblk）にＰＮ２が、３番
目のパイロットデンシティブロック（３rd　Ｎblk）にＰＮ３が、４番目のパイロットデ
ンシティブロック（４th　Ｎblk）にＰＮ４が配置されて、ＣＰパターンが生成され得る
。本実施例では、ＰＮ１～ＰＮ４が順次配置されているが、ＰＮ２が３番目のパイロット
デンシティブロック（３rd　Ｎblk）に配置されてもよい。これは、１６Ｋ ＦＦＴモード
と比較したとき、スペクトルの類似の位置にＣＰが挿入されるようにするためである。
【０２６８】
　ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃２において、前述
したマルチプレクシングルールは、次の数式のように表現できる。次の数式は、与えられ
たレファレンスインデックステーブルから、各ＦＦＴモードに使用されるＣＰ位置を発生
させるための数式であり得る。
【０２６９】
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【数３】

【０２７０】
　数式３は、与えられたレファレンスインデックステーブルに基づいて、各ＦＦＴモード
に使用されるＣＰ位置値を生成するための数式であり得る。ここで、ＣＰ＿８／１６／３
２Ｋは、それぞれ８Ｋ、１６Ｋ、３２Ｋ ＦＦＴモードにおけるＣＰパターンを意味し得
る。ＰＮ１～ＰＮ４は、各シーケンスであり得る。このシーケンスは、４つの疑似ランダ
ムシーケンス（ｐｓｅｕｄｏ　ｒａｎｄｏｍ　ｓｅｑｕｅｎｃｅｓ）であり得る。また、
ｃｅｉｌ（Ｘ）は、ＸのＣＥＩＬ関数であって、Ｘと同一又は大きい整数のうち最小値を
出力する関数であり得る。ｍｏｄ（Ｘ，Ｎ）は、モジュロ関数であって、ＸをＮで割った
残りを出力することができる。
【０２７１】
　１６Ｋ ＦＦＴモードと３２Ｋ ＦＦＴモードのために、ＰＮ１～ＰＮ４シーケンスは、
各ＦＦＴモードに応じて定められたオフセット位置にマルチプレクシングされ得る。前記
数式において、オフセットの値は、基本Ｎblkの定められた整数倍の値のモジュロ演算値
で表現され得る。このオフセット値は、任意の異なる値を有することができる。
【０２７２】
　図２３は、ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃３にお
いて、レファレンスインデックステーブルの生成方法の一実施例を示した図である。
【０２７３】
　本実施例において、ＰＮ１～ＰＮ４は、ＣＰ位置値がランダム且つ均等に分布したシー
ケンスであると仮定することができる。また、前述したように、ＰＮ１～ＰＮ４は、８Ｋ
、１６Ｋ，３２Ｋに対してコリレーション及び均等分布の特性を満足するように最適化さ
れていてもよい。
【０２７４】
　本実施例は、チャネル推定のためのＳＰパターンに関するものであってもよい。また、
本実施例は、フリークエンシーディレクション（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｒｅｃｔｉｏ
ｎ）への距離Ｄｘが８、タイムディレクション（ｔｉｍｅ　ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ）への距
離Ｄｙが２である場合に関するものであってもよい。本実施例は、他のパターンに対して
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【０２７５】
　前述したように、８Ｋ ＦＦＴモードの場合にＰＮ１、１６Ｋ ＦＦＴモードの場合にＰ
Ｎ１及びＰＮ２、３２Ｋ ＦＦＴモードの場合にＰＮ１、ＰＮ２、ＰＮ３、ＰＮ４が生成
され得る。この生成過程は、定められたマルチプレクシングルールによって行うことがで
きる。
【０２７６】
　図２３には、８Ｋ ＦＦＴモードを基準としたとき、１つのパイロットデンシティブロ
ックＮblkで表現できる領域に、１６Ｋ ＦＦＴモードの場合に２個、３２Ｋ ＦＦＴモー
ドの場合に４個のパイロットデンシティブロックＮblkが含まれ得ることが示されている
。
【０２７７】
　各ＦＦＴモードに応じて生成されたＰＮがマルチプレクシングされて、ＣＰパターンが
生成され得る。各ＦＦＴモードにおいて、ＣＰは、ＳＰと重なるように位置したり（ＳＰ
　ｂｅａｒｉｎｇ）、ＳＰと重ならないように位置してもよい（ｎｏｎ　ＳＰ　ｂｅａｒ
ｉｎｇ）。本実施例では、ＳＰと重なるかまたは重ならない位置にＣＰが位置するための
マルチプレクシングルールが適用され得る。これは、周波数領域で同一の位置にパイロッ
トが位置するようにするためであり得る。
【０２７８】
　ＳＰベアリングの場合、ＳＰのオフセットパターンに対して、ＣＰ位置がランダム且つ
均等に分布するようにＰＮ１～ＰＮ４が位置してもよい。ここで、ＰＮ１～ＰＮ４は、Ｓ
Ｐベアリングセット（ＳＰ　ｂｅａｒｉｎｇ　ｓｅｔ）をなすシーケンスであり得る。Ｐ
Ｎ１～ＰＮ４は、ＦＦＴモード別に、マルチプレクシングルールに従って位置し得る。す
なわち、１６Ｋ ＦＦＴモードの場合に、ＰＮ１に追加されるＰＮ２は、ＰＮ１が位置す
るＳＰのオフセットパターンを除いた残りの位置に位置し得る。ＰＮ１が位置するＳＰの
オフセットパターンを除いた残りの位置にＰＮ２が位置するように、ＰＮ２に対する位置
オフセットが設定されるか、または関係式を通じて定められたパターンでＰＮ２が配置さ
れてもよい。同様に、３２Ｋ ＦＦＴモードの場合、ＰＮ３及びＰＮ４は、ＰＮ１及びＰ
Ｎ２が位置するＳＰのオフセットパターンを除いた残りの位置に位置するように設定され
得る。
【０２７９】
　ノンＳＰベアリングの場合、ＰＮ１～ＰＮ４が関係式に従って位置してもよい。ここで
、ＰＮ１～ＰＮ４は、ノンＳＰベアリングセット（ｎｏｎ　ＳＰ　ｂｅａｒｉｎｇ　ｓｅ
ｔ）をなすシーケンスであり得る。
【０２８０】
　ポジションマルチプレクシング方法を用いたＣＰパターン生成方法＃３において、前述
したマルチプレクシングルールは、次の数式のように表現できる。次の数式は、与えられ
たレファレンスインデックステーブルから、各ＦＦＴモードに使用されるＣＰ位置を発生
させるための数式であり得る。
【０２８１】
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【数４】

【０２８２】

【数５】

【０２８３】
【数６】
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【０２８４】
　前記数式は、与えられたレファレンスインデックステーブルに基づいて、各ＦＦＴモー
ドに使用されるＣＰ位置値を生成するための数式であり得る。ここで、ＣＰ＿８／１６／
３２Ｋは、それぞれ８Ｋ、１６Ｋ、３２Ｋ ＦＦＴモードにおけるＣＰパターンを意味す
る。ＣＰｓｐ＿８／１６／３２Ｋは、それぞれ８Ｋ、１６Ｋ、３２Ｋ ＦＦＴモードにお
けるＳＰベアリングＣＰパターンを意味する。ＣＰｎｏｎｓｐ＿８／１６／３２Ｋは、そ
れぞれ８Ｋ、１６Ｋ、３２Ｋ ＦＦＴモードにおけるノンＳＰベアリングＣＰパターンを
意味する。ＰＮ１ｓｐ、ＰＮ２ｓｐ、ＰＮ３ｓｐ、ＰＮ４ｓｐは、それぞれＳＰベアリン
グパイロットのためのシーケンスを示す。このシーケンスは、４つの疑似ランダムシーケ
ンスであり得る。このシーケンスはＳＰベアリングセットに含まれてもよい。ＰＮ１ｎｏ

ｎｓｐ，ＰＮ２ｎｏｎｓｐ，ＰＮ３ｎｏｎｓｐ，ＰＮ４ｎｏｎｓｐは、それぞれノンＳＰ
ベアリングパイロットのためのシーケンスを示す。このシーケンスは、４つの疑似ランダ
ムシーケンスであり得る。このシーケンスはノンＳＰベアリングセットに含まれてもよい
。α１６Ｋ、α３２Ｋ、α２３２Ｋ、β１６Ｋ、β３２Ｋ、β２３２Ｋは、ＣＰポジショ
ンオフセットを示す。
【０２８５】
　それぞれのＳＰベアリングＣＰパターンは、数式４に示したように、ＰＮ１ｓｐ、ＰＮ
２ｓｐ、ＰＮ３ｓｐ、ＰＮ４ｓｐを用いて生成され得る。それぞれのノンＳＰベアリング
ＣＰパターンは、数式５に示したように、ＰＮ１ｎｏｎｓｐ，ＰＮ２ｎｏｎｓｐ、ＰＮ３

ｎｏｎｓｐ、ＰＮ４ｎｏｎｓｐを用いて生成され得る。数式６に示したように、各ＦＦＴ
モードのＣＰパターンは、ＳＰベアリングＣＰパターンとノンＳＰベアリングＣＰパター
ンからなることができる。すなわち、ノンＳＰベアリングＣＰインデックステーブルにＳ
ＰベアリングＣＰインデックステーブルが追加されてレファレンスインデックステーブル
が生成され得る。結果的に、ノンＳＰベアリングＣＰインデックステーブル及びＳＰベア
リングＣＰインデックステーブルによってＣＰ挿入が行われ得る。ここで、ノンＳＰベア
リングＣＰ位置値は、コモンＣＰセット（ｃｏｍｍｏｎ　ＣＰ　ｓｅｔ）と呼ぶことがで
きる。また、ＳＰベアリングＣＰ位置値は、追加ＣＰセット（ａｄｄｉｔｉｏｎａｌ　Ｃ
Ｐ　ｓｅｔ）と呼ぶことができる。
【０２８６】
　各ＣＰポジションオフセットは、前述したように、マルチプレクシングのために予め設
定された値であり得る。各ＣＰポジションオフセットは、ＦＦＴモードに関係なく同一の
周波数に割り当てられるか、あるいはＣＰの特性を補正するのに用いられてもよい。
【０２８７】
　図２４は、パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃１において、レファレン
スインデックステーブルを構成する概念を示した図である。
【０２８８】
　パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃１を説明する。
【０２８９】
　前述したように、レファレンスインデックステーブルを生成するとき、テーブルを一定
の大きさのサブインデックステーブルに分けることができる。このサブインデックステー
ブルは、それぞれ互いに異なるＰＮ発生器（または互いに異なるシード（ｓｅｅｄ））を
用いて生成されたＣＰ位置を含むことができる。
【０２９０】
　パターン反転方法において、８Ｋ、１６Ｋ、３２Ｋ ＦＦＴモードにおいて必要な２つ
のサブインデックステーブルは、２つの互いに異なるＰＮ発生器によって生成され得る。
そして、３２Ｋ ＦＦＴモードの場合に追加で必要な２つのサブインデックステーブルは
、予め生成された２つのサブインデックステーブルを反転させて生成することができる。
【０２９１】
　すなわち、１６Ｋ ＦＦＴモードをサポートする場合、ＰＮ１とＰＮ２によるＣＰ位置
を順次配列することによって、ＣＰ位置分布を得ることができる。しかし、３２Ｋ ＦＦ
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Ｔモードをサポートする場合には、ＰＮ１とＰＮ２によるＣＰ位置を反転させることによ
ってＣＰ位置分布を得ることができる。
【０２９２】
　これによって、３２Ｋ ＦＦＴモードでのＣＰインデックステーブルは、１６Ｋ ＦＦＴ
モードでのＣＰインデックステーブルを含むことができる。また、１６Ｋ ＦＦＴモード
でのＣＰインデックステーブルは、８Ｋ ＦＦＴモードでのＣＰインデックステーブルを
含むことができる。実施例によって、３２Ｋ ＦＦＴモードでのＣＰインデックステーブ
ルを格納し、これから８Ｋ、１６Ｋ ＦＦＴモードでのＣＰインデックステーブルを選択
／抽出することで、８Ｋ、１６Ｋ ＦＦＴモードでのＣＰインデックステーブルが生成さ
れてもよい。
【０２９３】
　前述したパターン反転方法による場合、ＣＰの位置が、スペクトル上で均等且つランダ
ムに分布することができる。また、前述したポジションマルチプレクシング方法と比較し
たとき、必要なレファレンスインデックステーブルの大きさを減らすことができるという
利点がある。また、受信機に要求されるメモリストレージ量を減少させることができる。
【０２９４】
　図２５は、パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃１において、レファレン
スインデックステーブルの生成方法の一実施例を示した図である。
【０２９５】
　本実施例では、Ｄｘ＝３、Ｄｙ＝４を有するＳＰパターンを考慮してＣＰ位置情報を発
生させることができる。また、本実施例は、８Ｋ／１６Ｋ／３２Ｋ ＦＦＴモード（ＮＯ
Ｃ：１８１７／１３６３３／２７２６５）で実行されてもよい。
【０２９６】
　ＣＰ位置値は、８Ｋ ＦＦＴモードを基本モードとしてサブインデックステーブルに格
納されてもよい。１６Ｋ ＦＦＴモード以上のＦＦＴモードをサポートする場合、サブイ
ンデックステーブルが、基本的に格納されたサブインデックステーブルに追加されてもよ
い。追加されるサブインデックステーブルの値は、基本的に格納されたサブインデックス
テーブルに所定の値を加算したり、基本的なサブインデックステーブルをシフトすること
によって得られる。
【０２９７】
　３２Ｋ ＦＦＴモードのインデックステーブルは、ＰＮ１、ＰＮ２のサブインデックス
テーブルのパターンを反転させて得たサブインデックステーブルを用いて生成され得る。
【０２９８】
　サブインデックステーブルＰＮ１、ＰＮ２の最後に与えられるＣＰ位置値は、当該サブ
インデックステーブルが拡張されるときに必要な値を意味する。すなわち、最後に与えら
れるＣＰ位置値は、マルチプレクシングのための値であり得る。最後に与えられるＣＰ位
置値は、図２０に楕円で示されている。
【０２９９】
　サブインデックステーブルの最後に与えられるＣＰ位置値ｖは、次のように示すことが
できる。
【０３００】
【数７】

【０３０１】
　ｖは、Ｄｘ・Ｄｙの整数倍（ｉ）で表現され得る。８Ｋ ＦＦＴモードが適用される場
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ＦＦＴモードが適用される場合、サブインデックステーブルＰＮ１の最後の位置値は適用
される一方、サブインデックステーブルＰＮ２の最後の位置値は適用されなくてもよい。
【０３０２】
　３２Ｋ ＦＦＴモードのためのインデックステーブルは、１６Ｋ ＦＦＴモードのための
インデックステーブル、及び１６Ｋ ＦＦＴモードのためのインデックステーブルを反転
させたインデックステーブルを用いて生成され得る。したがって、サブインデックステー
ブルＰＮ１の最後の位置値は２回使用され、サブインデックステーブルＰＮ２の最後の位
置値は１回のみ使用され得る。
【０３０３】
　サブインデックステーブルの拡張において、ｖによる拡張は、実施例によって、必要な
場合もあり、必要でない場合もある。すなわち、ｖなしに拡張／反転する実施例もあり得
る。
【０３０４】
　パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃１において、前述したマルチプレク
シングルールは、次の数式のように表現できる。次の数式は、与えられたレファレンスイ
ンデックステーブルから、各ＦＦＴモードに使用されるＣＰ位置を発生させるための数式
であり得る。
【０３０５】
【数８】

【０３０６】
　数式８によって、各ＦＦＴモードでのＣＰパターンが生成され得る。ここで、記号は、
前述したものと同一であり得る。β（ベータ）は、８Ｋ ＦＦＴモードのＮＯＡと最も近
い整数を意味する。すなわち、ＮＯＡが６８１７である場合、βは６８１６であり得る。
【０３０７】
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【数９】

【０３０８】
　図２６は、パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃２において、レファレン
スインデックステーブルを構成する概念の一実施例を示した図である。
【０３０９】
　パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃２を説明する。
【０３１０】
　前述したように、レファレンスインデックステーブルを生成するとき、テーブルを一定
の大きさのサブインデックステーブルに分けることができる。このサブインデックステー
ブルは、それぞれ互いに異なるＰＮ発生器（または互いに異なるシード（ｓｅｅｄ））を
用いて生成されたＣＰ位置を含むことができる。
【０３１１】
　８Ｋ、１６Ｋ、３２Ｋ ＦＦＴモードにおいて必要な２つのサブインデックステーブル
は、２つの互いに異なるＰＮ発生器によって生成され得る。これは、前述したものと同一
であり得る。３２Ｋ ＦＦＴモードの場合、追加で必要な２つのサブインデックステーブ
ルは、予め生成された２つのサブインデックステーブルを反転して生成することができる
。しかし、パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃２の場合、予め生成された
２つのサブインデックステーブルを単純に反転させるものではなく、パターンをサイクリ
ックシフトさせた後、反転させることで、必要な２つのサブインデックステーブルを生成
することができる。実施例によって、反転させる動作が先に行われた後、サイクリックシ
フトが行われてもよい。また、実施例によって、サイクリックシフトではなく、単純なシ
フトが行われてもよい。
【０３１２】
　これによって、３２Ｋ ＦＦＴモードでのＣＰインデックステーブルは、１６Ｋ ＦＦＴ
モードでのＣＰインデックステーブルを含むことができる。また、１６Ｋ ＦＦＴモード
でのＣＰインデックステーブルは、８Ｋ ＦＦＴモードでのＣＰインデックステーブルを
含むことができる。実施例によって、３２Ｋ ＦＦＴモードでのＣＰインデックステーブ
ルを格納し、これから８Ｋ、１６Ｋ ＦＦＴモードでのＣＰインデックステーブルを選択
／抽出することで、８Ｋ、１６Ｋ ＦＦＴモードでのＣＰインデックステーブルが生成さ
れてもよい。
【０３１３】
　前述したように、１６Ｋ ＦＦＴモードをサポートする場合、ＰＮ１とＰＮ２によるＣ
Ｐ位置値を順次配列することによって、ＣＰ位置分布を得ることができる。しかし、３２
Ｋ ＦＦＴモードをサポートする場合に、パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方
法＃２によると、ＰＮ１とＰＮ２によるＣＰ位置値をサイクリックシフトさせた後、反転
させることによって、ＣＰ位置分布を得ることができる。
【０３１４】
　パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃２による場合、ＣＰの位置がスペク
トル上で均等且つランダムに分布することができる。また、前述したポジションマルチプ
レクシング方法と比較したとき、必要なレファレンスインデックステーブルの大きさを減
らすことができるという利点がある。また、受信機に要求されるメモリストレージ量を減
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少させることができる。
【０３１５】
　パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃２において、前述したマルチプレク
シングルールは、次の数式のように表現できる。次の数式は、与えられたレファレンスイ
ンデックステーブルから、各ＦＦＴモードに使用されるＣＰ位置を発生させるための数式
であり得る。
【０３１６】
【数１０】

【０３１７】
　数式９によって、各ＦＦＴモードでのＣＰパターンが生成され得る。ここで、記号は、
前述したものと同一であり得る。β（ベータ）は、８Ｋ ＦＦＴモードのＮＯＡと最も近
い整数を意味する。すなわち、ＮＯＡが６８１７である場合、βは６８１６であり得る。
γ１／２は、サイクリックシフト値であり得る。
【０３１８】

【数１１】

【０３１９】
　前述したＣＰパターン生成方法以外にも、他の方法によってＣＰパターンを生成するこ
とができる。実施例によって、特定のＦＦＴサイズのＣＰセット（ＣＰパターン）は、他
のＦＦＴサイズのＣＰセットをベースとして有機的、従属的に生成され得る。このとき、
ＣＰセットの全部あるいは一部が生成過程のベースとなり得る。例えば、１６Ｋ ＦＦＴ
モードでのＣＰセットは、３２Ｋ ＦＦＴモードでのＣＰセットからＣＰ位置が選別／抽
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出されて生成され得る。同様に、８Ｋ ＦＦＴモードでのＣＰセットは、３２Ｋ ＦＦＴモ
ードでのＣＰセットからＣＰ位置が選別／抽出されて生成され得る。
【０３２０】
　他の実施例によって、ＣＰセットは、ＳＰベアリングＣＰ位置及び／又はノンＳＰベア
リングＣＰ位置を含むことができる。ノンＳＰベアリングＣＰ位置は、コモンＣＰセット
（Ｃｏｍｍｏｎ　ＣＰ　ｓｅｔ）と呼ぶことができる。ＳＰベアリングＣＰ位置は、追加
ＣＰセット（Ａｄｄｉｔｉｏｎａｌ　ＣＰ　ｓｅｔ）と呼ぶことができる。すなわち、Ｃ
Ｐセットは、コモンＣＰセット及び／又は追加ＣＰセットを含むことができる。ＣＰセッ
トにコモンＣＰセットのみを含む場合をノーマルＣＰモード（ｎｏｒｍａｌ　ＣＰ　ｍｏ
ｄｅ）と呼ぶことができる。ＣＰセットにコモンＣＰセットと追加ＣＰセットの両方を含
む場合を拡張ＣＰモード（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ＣＰ　ｍｏｄｅ）と呼ぶことができる。
【０３２１】
　コモンＣＰセットは、ＦＦＴサイズに応じて異なる値を有することができる。実施例に
よって、コモンＣＰセットは、前述したパターン反転方法及び／又はポジションマルチプ
レクシング方法によって生成され得る。
【０３２２】
　追加ＣＰセットは、ＳＩＳＯ又はＭＩＭＯなどの伝送方式に応じて異なり得る。さらな
るロバスト性が要求される状況において（例えば、モバイル受信）、または他の理由によ
って、追加ＣＰ位置が、追加ＣＰセットによってＣＰセットにさらに追加され得る。
【０３２３】
　結果的に、このようなＣＰセット（レファレンスインデックステーブル）に基づいてＣ
Ｐ挿入が行われ得る。
【０３２４】
　図２７は、本発明の一実施例に係る放送信号送信方法を示す。
【０３２５】
　送信方法は、ＤＰデータをエンコーディングするステップ、少なくとも１つの信号フレ
ームを生成するステップ、及び／又はＯＦＤＭ方式でデータを変調して放送信号を送信す
るステップを含む。
【０３２６】
　ＤＰデータをエンコーディングするステップにおいて、前述したコーディングアンドモ
ジュレーションモジュールが、それぞれのデータ経路でＤＰデータをエンコーディングす
ることができる。ＤＰは、ＰＬＰ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｐｉｐｅ）と呼ぶこ
ともできる。ＤＰデータをエンコーディングするステップは、ＬＤＰＣエンコーディング
ステップ、ビットインターリービングステップ、コンステレーションへのマッピングステ
ップ、ＭＩＭＯエンコーディングステップ、及び／又はタイムインターリービングステッ
プを含むことができる。
【０３２７】
　ＬＤＰＣエンコーディングステップは、前述したＬＤＰＣエンコーディングに該当する
。ＬＤＰＣエンコーディングは、コードレートに応じてＤＰデータに対して行うことがで
きる。
【０３２８】
　ビットインターリービングステップは、前述したビットインターリーバによるビットイ
ンターリービングに該当する。ビットインターリービングは、ＬＤＰＣエンコーディング
されたＤＰデータに対して行うことができる。
【０３２９】
　コンステレーションへのマッピングステップは、前述したコンステレーションマッパー
によるコンステレーションマッピングに該当する。コンステレーションへのマッピングは
、ビットインターリービングされたＤＰデータに対して行うことができる。
【０３３０】
　ＭＩＭＯエンコーディングステップは、前述したＭＩＭＯエンコーダによるＭＩＭＯエ
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ンコーディングに該当する。ＭＩＭＯエンコーディングは、ＭＩＭＯマトリックスを用い
て行うことができる。ＭＩＭＯマトリックスは、パワー不均衡の調節のためのＭＩＭＯ係
数を有することができる。ＭＩＭＯエンコーディングは、マッピングされたＤＰデータに
対して行うことができる。
【０３３１】
　タイムインターリービングステップは、前述したタイムインターリーバによるタイムイ
ンターリービングに該当する。タイムインターリービングは、ＭＩＭＯエンコーディング
されたＤＰデータに対して行うことができる。
【０３３２】
　少なくとも１つの信号フレームを生成するステップにおいて、前述したフレームストラ
クチャモジュールは、エンコーディングされたＤＰデータを配列する（または割り当てる
）ことによって信号フレームを生成することができる。
【０３３３】
　ＯＦＤＭ方式でデータを変調して放送信号を送信するステップにおいて、前述したウェ
ーブフォームジェネレーションモジュールは、ＯＦＤＭ方式でデータを変調して放送信号
を送信することができる。
【０３３４】
　本実施例において、変調するステップは、生成された信号フレームでＣＰを挿入するス
テップを含むことができる。ＣＰを挿入するステップは、ＣＰセットに基づいて行うこと
ができる。ＣＰセットは、前述したように、ＣＰの位置に関する情報を含むことができる
。ＣＰセットは、前述したレファレンスインデックステーブルに該当する。ＣＰセットは
、ＦＦＴサイズに基づいて定義することができる。
【０３３５】
　本発明の他の実施例に係る放送信号送信方法において、ＣＰセットは、コモンＣＰセッ
ト及び追加ＣＰセットを含む。コモンＣＰセット及び追加ＣＰセットは前述した。追加の
ＣＰ位置が、ＳＩＳＯ方式及びＭＩＭＯ方式のようなエンコーディング方式に基づいて追
加され得る。または、低いＳＮＲ（ｓｉｇｎａｌ－ｔｏ－ｎｏｉｓｅ　ｒａｔｉｏ）状況
で、追加のＣＰ位置は、高いロバスト性を確保するために追加され得る。
【０３３６】
　本発明の他の実施例に係る放送信号送信方法において、３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づい
て定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの位置に関する情報は、１６Ｋ ＦＦＴサイズに
基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの位置に関する情報を含む。３２Ｋ ＦＦ
ＴモードのＣＰセットは１６Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットを含むことができる。すなわ
ち、３２Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットは、１６Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットで使用可能
なＣＰ位置を含むことができる。パターン反転方法において、３２Ｋ ＦＦＴモードのＣ
Ｐセットは、１６Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットを用いて生成することができる。したが
って、３２Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットは、１６Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットにも含ま
れ得るＣＰの位置に関する情報を含むことができる。他の実施例において、１６Ｋ ＦＦ
ＴモードのＣＰセットは、３２Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットから抽出することができる
。したがって、３２Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットは、１６Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセット
にも含まれ得るＣＰの位置に関する情報を有することができる。この関係は、１６Ｋ Ｆ
ＦＴモードのＣＰセットと８Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットとの間で設定され得る。
【０３３７】
　本発明の他の実施例に係る放送信号送信方法において、前述したように、コモンＣＰセ
ットは、ノンＳＰ－ベアリングＣＰの位置に関する情報を含み、追加ＣＰセットは、ＳＰ
－ベアリングＣＰの位置に関する情報を含む。コモンＣＰセットはノンＳＰ－ベアリング
ＣＰ位置を含むことができ、追加ＣＰセットはＳＰ－ベアリングＣＰ位置を含むことがで
きる。
【０３３８】
　本発明の他の実施例に係る放送信号送信方法において、３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づい
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て定義されたコモンＣＰセットは、第１サブセット、第２サブセット、第３サブセット、
第４サブセットを含む。第３サブセットは、第１サブセットをインバート（ｉｎｖｅｒｔ
）及びシフトして生成する。第４サブセットは、第２サブセットをインバート及びシフト
して生成する。第１、第２、第３、第４サブセットは、パターン反転方法を用いたＣＰパ
ターン生成方法＃２において各サブセットに該当し得る。あるサブセットをインバート及
びシフトして、他のサブセットを生成することができる。パターン反転方法を用いたＣＰ
パターン生成方法＃２は、上記によく述べられている。
【０３３９】
　前述したステップは、設計に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を行うステップ
によって代替されてもよい。
【０３４０】
　図２８は、本発明の一実施例に係る放送信号受信方法を示す。
【０３４１】
　受信方法は、放送信号を受信してＯＦＤＭ方式によってデータを復調するステップ、少
なくとも１つの信号フレームをパーシングするステップ、及び／又はＤＰデータをデコー
ディングするステップを含む。
【０３４２】
　放送信号を受信してＯＦＤＭ方式によってデータを復調するステップにおいて、前述し
たシンクロナイゼーションアンドデモジュレーションモジュールは、放送信号を受信して
ＯＦＤＭ方式によってデータを復調する。
【０３４３】
　少なくとも１つの信号フレームをパーシングするステップにおいて、前述したフレーム
パーシングモジュールは、ＤＰデータをデマッピングすることによって信号フレームをパ
ーシングする。
【０３４４】
　ＤＰデータをデコーディングするステップにおいて、前述したデマッピングアンドデコ
ーディングモジュールはＤＰデータをデコーディングする。ＤＰデータをデコーディング
するステップは、タイムデインターリービングステップ、ＭＩＭＯデコーディングステッ
プ、コンステレーションからのデマッピングステップ、ビットデインターリービングステ
ップ、及び／又はＬＤＰＣデコーディングステップを含むことができる。
【０３４５】
　タイムデインターリービングステップにおいて、前述したタイムデインターリーバはＤ
Ｐデータをタイムデインターリービングすることができる。
【０３４６】
　ＭＩＭＯデコーディングステップにおいて、前述したＭＩＭＯデコーダはＤＰデータを
ＭＩＭＯデコーディングすることができる。ＭＩＭＯデコーディングは、ＭＩＭＯ係数を
含むＭＩＭＯマトリックスを用いて行うことができる。ＭＩＭＯ係数は、パワー不均衡を
調節するのに使用することができる。
【０３４７】
　コンステレーションからのデマッピングステップにおいて、前述したコンステレーショ
ンデマッパーはデマッピングを行うことができる。デマッピングはＤＰデータに行うこと
ができる。
【０３４８】
　ビットデインターリービングステップにおいて、前述したビットデインターリーバはビ
ットデインターリービングを行うことができる。
【０３４９】
　ＬＤＰＣデコーディングステップにおいて、前述したＬＤＰＣデコーダ（またはＦＥＣ
デコーダ）は、ＬＤＰＣコードによってＤＰデータをデコーディングすることができる。
【０３５０】
　本実施例において、復調ステップは、信号フレームでＣＰを獲得するステップを含む。
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ＣＰは、ＣＰセットに基づいて位置する。ＣＰセットは、前述したＣＰセット（またはレ
ファレンスインデックステーブル）に該当する。ＣＰセットは、ＣＰの位置に関する情報
を含むことができる。ＣＰセットはＣＰの位置を含むことができる。ＣＰセットはＦＦＴ
サイズに基づいて定義することができる。
【０３５１】
　本発明の他の実施例に係る放送信号受信方法において、ＣＰセットは、コモンＣＰセッ
ト及び追加ＣＰセットを含む。コモンＣＰセット及び追加ＣＰセットは前述した。追加の
ＣＰ位置が、ＳＩＳＯ方式及びＭＩＭＯ方式のようなエンコーディング方式に基づいて追
加され得る。または、低いＳＮＲ状況で、追加のＣＰ位置は、高いロバスト性を確保する
ために追加され得る。
【０３５２】
　本発明の他の実施例に係る放送信号受信方法において、３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づい
て定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの位置に関する情報は、１６Ｋ ＦＦＴサイズに
基づいて定義されたコモンＣＰセットでのＣＰの位置に関する情報を含む。３２Ｋ ＦＦ
ＴモードのＣＰセットは１６Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットを含むことができる。すなわ
ち、３２Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットは、１６Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットで使用可能
なＣＰ位置を含むことができる。パターン反転方法において、３２Ｋ ＦＦＴモードのＣ
Ｐセットは、１６Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットを用いて生成することができる。したが
って、３２Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットは、１６Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットにも含ま
れ得るＣＰの位置に関する情報を含むことができる。他の実施例において、１６Ｋ ＦＦ
ＴモードのＣＰセットは、３２Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットから抽出することができる
。したがって、３２Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットは、１６Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセット
にも含まれ得るＣＰの位置に関する情報を有することができる。この関係は、１６Ｋ Ｆ
ＦＴモードのＣＰセットと８Ｋ ＦＦＴモードのＣＰセットとの間で設定され得る。
【０３５３】
　本発明の他の実施例に係る放送信号受信方法において、前述したように、コモンＣＰセ
ットは、ノンＳＰ－ベアリングＣＰの位置に関する情報を含み、追加ＣＰセットは、ＳＰ
－ベアリングＣＰの位置に関する情報を含む。コモンＣＰセットはノンＳＰ－ベアリング
ＣＰ位置を含むことができ、追加ＣＰセットはＳＰ－ベアリングＣＰ位置を含むことがで
きる。
【０３５４】
　本発明の他の実施例に係る放送信号受信方法において、３２Ｋ ＦＦＴサイズに基づい
て定義されたコモンＣＰセットは、第１サブセット、第２サブセット、第３サブセット、
第４サブセットを含む。第３サブセットは、第１サブセットをインバート及びシフトして
生成する。第４サブセットは、第２サブセットをインバート及びシフトして生成する。第
１、第２、第３、第４サブセットは、パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法＃
２において各サブセットに該当し得る。あるサブセットをインバート及びシフトして、他
のサブセットを生成することができる。パターン反転方法を用いたＣＰパターン生成方法
＃２は、上記によく述べられている。
【０３５５】
　前述したステップは、設計に応じて省略されたり、類似又は同一の機能を行うステップ
によって代替されてもよい。
【０３５６】
　本発明を明確性のために、添付のそれぞれの図面を参照して説明したが、添付の図面に
示した実施例を併合して新しい実施例を設計することができる。また、上記説明で言及さ
れた実施例を実行するためのプログラムが記録されたコンピュータで読み取り可能な記録
媒体が当業者の必要によって設計されれば、それも請求項及びその同等範囲に属し得る。
【０３５７】
　本発明に係る装置及び方法は、上記説明で言及された実施例の構成及び方法によって制
限されない。また、上記説明で言及された実施例は、様々な変形を可能にするために、全



(52) JP 2016-522655 A 2016.7.28

10

20

体的又は部分的に他のものと選択的に結合する方式で構成され得る。
【０３５８】
　また、本発明に係る方法は、ネットワーク装置に提供されたプロセッサが読み取り可能
な記録媒体でプロセッサが読み取り可能なコードで実現することができる。プロセッサが
読み取り可能な媒体は、プロセッサが読み取り可能なデータを格納できる全ての種類の記
録装置を含むことができる。プロセッサが読み取り可能な媒体は、例えば、ＲＯＭ、ＲＡ
Ｍ、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、フロッピーディスク、光データ格納装置などのうち一つ
を含むことができ、また、インターネットを介した伝送などのようなキャリアウェーブの
形態で具現されるものも含む。また、プロセッサが読み取り可能な記録媒体は、ネットワ
ークで接続されたコンピュータシステムに分散されて、分散システムによってプロセッサ
が読み取り可能なコードが格納され、実行され得る。
【０３５９】
　本発明の思想及び範囲を逸脱しない限り、本発明において様々な変形及び変更が可能で
あることは、当業者に理解されるであろう。したがって、本発明は、請求項及びその同等
範囲内にある本発明の変形及び変更を含むように意図される。
【０３６０】
　本明細書では、装置発明と方法発明が全て言及されており、両発明に対する説明が互い
に相補的に適用され得る。
〔発明を実施するための形態〕
【０３６１】
　様々な実施例が、発明を実施するための最良の形態で説明された。
【産業上の利用可能性】
【０３６２】
　本発明は、放送及び通信分野に産業上の利用可能性がある。
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【要約の続き】
ングするステップ、及び前記ＭＩＭＯエンコーディングされたＤＰデータをタイムインターリービングするステップ
を含み、前記データを変調するステップは、ＣＰ（ｃｏｎｔｉｎｕａｌ　ｐｉｌｏｔ）の位置に関する情報を含むＣ
Ｐセットに基づいて、前記生成された信号フレームでＣＰを挿入するステップを含み、前記ＣＰセットは、ＦＦＴ（
ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）サイズに基づいて定義される。
【選択図】図２７
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